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No.784

平成22年度 決算報告
　〜行田市の家計簿をお知らせします〜
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261億
3,475万円

歳  入
105億4,684万円
（40.4％）

【123,040円】

市　税

45億9,162万円
（17.5％）
【53,566円】

国・県支出金
45億2,745万円
（17.3％）
【52,817円】

地方交付税

市　債
26億1,178万円（10.0％）

【30,469円】

15億878万円（5.8％）
【17,602円】

譲与税・交付金

10億6,383万円
（4.1％）【12,411円】 繰越金

 6億1,884万円
（2.4％）【7,220円】負担金・使用料

 6億6,561万円
（2.5％）【7,764円】その他

244億
3,132万円

歳  出 85億3,304万円
（34.9％）
【99,547円】

民生費

33億5,093万円
（13.7％）
【39,092円】

総務費

32億273万円
（13.1％）
【37,363円】

土木費

31億216万円
（12.7％）
【36,190円】

教育費

26億1,590万円（10.7％）
【30,517円】

公債費

15億4,556万円（6.3％）
【18,031円】

衛生費

9億9,104万円
（4.1％）【11,561円】 消防費

 10億8,996万円
（4.5％）【12,715円】その他
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平
成
22
年
度
の
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が
ま
と
ま
り
ま
し
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。
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民
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皆
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く
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い
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り
、
ど
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よ
う
に
使
わ
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か
を

見
て
み
ま
し
ょ
う
。

市民１人当たり
歳　入　計

【304,889円】

市民１人当たり
歳　出　計

【285,016円】

※グラフの【　  】の
　数値は、市民１人
　当たりの額です。

市民１人当たり
歳　入　計

【304,889円】

市民１人当たり
歳　出　計

【285,016円】

※グラフの【　  】の
　数値は、市民１人
　当たりの額です。

市民１人当たり
歳　入　計

【304,889円】

市民１人当たり
歳　出　計

【285,016円】

※グラフの【　  】の
　数値は、市民１人
　当たりの額です。

全線開通した南大通線

〜
行
田
市
の
家
計
簿
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
〜
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歳　　入　　の　　特　　徴

市　　　　  税
○景気回復の兆しが見え、製造業を中心に法人税割が増加したことにより、法人市民税

については、対前年度比で 1 億 4,602 万円 (30.2％ ) の増収となりましたが、個人市
民税は、雇用情勢の低迷や団塊世代の退職による労働人口の減少により、5 億 3,632
万円 ( △ 11.9％ ) の減収となりました。

国・県支出金
○平成 21 年度定額給付金事業の終了や国の経済対策による臨時交付金の減少などによ

り、国庫支出金が対前年度比で 9 億 672 万円 ( △ 23.0％ ) の減収となりました。
○雇用創出事業や農作物災害緊急対策事業などにより、県支出金は対前年度比で 2 億

4,171 万円 (18.5％ ) の増収となりました。

地 方 交 付 税 ○市税収入の減少や、低所得者・高齢者対策経費の増加などにより、普通交付税が対前
年度比 4 億 7,208 万円 (13.4％ ) の増収となりました。

市　　　　  債
○地方交付税の財源不足を補てんするための臨時財政対策債が 7 億 8,406 万円 (67.0％ )

の大幅増となりましたが、建設事業債 2 億 260 万円 ( △ 23.6％ ) や減収補てん債 2 億
円 ( 皆減 ) の減などにより、総額では対前年度比 3 億 8,146 万円 (17.1％ ) の増収とな
りました。

譲与税・交付金 ○エコカー減税実施の影響や減税に係る経過措置として交付されていた特別交付金の終
了などにより、各譲与税、交付金の多くが対前年度比で減収となりました。

歳  入  総  額 261億3,475万円（前年度比0.5％減）

歳　出　の　主　な　事　業

民　  生　  費
○保育事業…11 億 4,712 万円　　　　　　　　 ○子ども手当・児童手当支給事業…14 億 6,422 万円 
○生活保護事業…10 億 6,614 万円　　　　　　 ○障害者自立支援給付事業…6 億 603 万円 
○後期高齢者医療事業…5 億 5,941 万円　　　　○老人福祉事業…1 億 3,023 万円　 
○医療費支給事業（こども、ひとり親家庭等、重度心身障害者）… 4 億 1,254 万円

総　  務　  費
○基幹系システム再構築事業…1 億 158 万円　  ○地域振興基金積立事業…3 億 2,846 万円 
○市内循環バス運行事業…5,574 万円　　　　　○合併処理浄化槽設置補助事業…1,843 万円 
○自治会交付金事業…2,919 万円　　　　　　　○ JR 高崎線行田駅トイレ改修事業…1,650 万円
○防犯灯電気料補助事業…1,250 万円　　　　　○市庁舎耐震補強設計事業…1,313 万円

土　  木　  費
○道路新設改良・維持事業…6 億 5,492 万円　　○河川等改修・維持事業…2 億 4,087 万円 
○南大通線街路事業…6,278 万円　　　　　　　○南北道路整備事業 ･･･2,054 万円 
○工業団地通線街路事業 ･･･3,370 万円　　　　 ○森づくり環境再生事業…462 万円

教　  育　  費
○少人数学級編制事業…9,969 万円　　　　　　○小・中学校施設改修事業…3 億 334 万円 
○英語指導助手配置事業…4,621 万円　　　　　○産業文化会館設備改修事業…1 億 1,701 万円 
○幼稚園就園奨励事業…9,900 万円　　　　　　○（仮称）桜ヶ丘公民館建設事業…1 億 3,072 万円
○図書館蔵書整備事業…2,700 万円　　　　　　○学校給食センター調理業務等…5 億 1,558 万円

衛　  生　  費
○可燃ごみ処理事業…4 億 5,032 万円　　　　　○不燃ごみ処理事業…1 億 4,287 万円 
○資源リサイクル事業…9,594 万円 　　　　　  ○し尿処理事業…1 億 3,161 万円 
○予防衛生事業… 1 億 2,093 万円　　　　　　 ○母子保健事業…5,860 万円 
○成人保健事業…4,482 万円　　　　　　　　　○斎場駐車場拡張事業…6,013 万円

消防費・その他 ○消防自動車更新事業…5,738 万円　　　　　　○「のぼうの城」魅力アップ事業 ･･･5,519 万円 
○消防団庁舎整備事業…2,975 万円　　　　　　○農道および排水路整備事業…1 億 1,219 万円

歳  出  総  額 244億3,132万円（前年度比3.1％減）

※市ホームページにも決算状況を掲載しましたので、ご覧ください。



 「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、平成22年度決算に係る健全化判断比率および資金
不足比率を公表します。
　本年度の算定結果における、実質赤字比率と連結実質赤字比率については、昨年に引き続き赤字はなく、実
質公債費比率は0.6ポイント、将来負担比率は12.1ポイント、昨年度に比べ改善しました。
　また、公営企業における資金不足比率についても、資金不足（赤字）を生じた会計はありませんでした。いず
れの比率においても「早期健全化基準」や「経営健全化基準」などを大きく下回る結果となりましたが、今後
も引き続き財政の健全化を図ります。

　 Ｈ22決算比率
早期健全化基準

比率の説明
Ｈ21決算比率 Ｈ20決算比率

財政再生基準 県内市町村での本市の順位

実質赤字比率 ー
　　 12.65％ 一般会計の赤字の程度を指標化したもの

（赤字がないときは算定されません）
ー ー

　    20.00％ 全市町村で比率なし

連結実質赤字比率 ー
　　 17.65％ 全会計の赤字の程度を指標化したもの

（赤字がないときは算定されません）
ー ー

　　 35.00％ 全市町村で比率なし

実質公債費比率 8.0％
　　  25.0％ 一般会計の借金の返済金とこれに類する

経費の大きさを指標化したもの
8.6％ 8.5％

　　  35.0％ 24位／64市町村 21位／70市町村

将来負担比率 56.2％
 350.0％ 一般会計の借金残高や将来支払う可能性

のある負担額を指標化したもの
68.3％ 72.5％

ー 29位／64市町村 30位／70市町村

※平成20・21年度の実質公債費比率と将来負担比率については、県内全市町村で良いほうから数えた順位です。

公営企業会計 Ｈ22決算比率 経営健全化基準 比率の説明
Ｈ21決算比率 Ｈ20決算比率

県内市町村での本市の順位

水道事業会計 ー

20.00％

公営企業の事業規模に対する資金不足（赤
字）の程度を指標化したもの（資金不足が
ないときは比率は算定されません）　
 ※資金不足額や剰余額は一般会計などの実
　質収支額と合算して、連結実質赤字比率
　を算定します。

全公営企業会計で
比率なし

下水道事業特別会計 ー

全市町村で比率なし
簡易水道事業特別会計 ー

会　　　計　　　名 歳入決算額
　

歳出決算額 翌年度繰越財源 実質収支
うち一般会計からの繰入金

国 民 健 康 保 険 事 業 86億7,287万円 6億7,190万円 84億7,573万円 ー 1億9,714万円

下 水 道 事 業 22億430万円 11億1,000万円 20億9,152万円 1,657万円 9,621万円

交 通 災 害 共 済 事 業 3,990万円 ー 3,167万円 ー 823万円

老 人 保 健 事 業 3,993万円 ー 59万円 ー 3,934万円

介 護 保 険 事 業 45億2,942万円 6億1,740万円 44億4,456万円 ー 8,486万円

南河原地区簡易水道事業 1億3,772万円 3,500万円 1億3,063万円 ー 709万円

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 6億4,317万円 1億4,289万円 6億3,229万円 ー 1,088万円

※実質収支とは、歳入歳出決算の差引額から繰越事業に充てる財源を控除した実質的な翌年度への繰越額です。

　特別会計は、特定の事業をより円滑に進めるために、一般会計から分離して別に収支経理を行うもので、国の法律や市の
条例によって設けることができる会計制度です。

健全化判断比率・資金不足比率について

○健全化判断比率

○資金不足比率

◎特別会計
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　市の借金は、建設事業に充てるほか、国の政策による交付税の財源不足や市税の減収を補てんするために借
り入れを行っているものがあります。こうした特例地方債は、国の財源不足を反映して増加傾向にあり、市の
借金全体の約27％を占めるに至っています。
　年度末現在の残高について、平成22年度は、引き続き新たな借り入れを抑制したことにより、前年度に比
べて総額で4億3,000万円、特例地方債を除くと17億7,000万円減らすことができました。

市の借金残高の推移

340
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500
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440

420

400

380

360

H18 H19 H20 H21 H22

億円 各年度末現在

481.6

378.1

506.5

412.4

495.3

397.4

全 会 計

特例地方債を除いた推移

470.8

359.4

466.5

341.7

〜今の残高はどのくらい〜

行田市の借金の状況を公表します

〜新地方公会計制度の取り組み〜

平成21年度決算に基づく財務書類４表を作成しました
　市では、平成12年度決算から一般会計の貸借対照表(バランスシート)を作成してきましたが、地方公会計改
革の一環として、出資法人まで対象を広げた連結ベースでの財務書類の作成が求められたことから、平成20
年度に引き続き、平成21年度決算について、国の基準に基づく財務書類4表を作成しました。
　財務書類４表とは、貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、資金収支計算書のことを指し、一
般会計の４表に加え、特別会計や一部事務組合、さらに出資法人まで含めた連結ベースでの４表も併せて作成
しています。
　また、平成21年度は市民の皆さんに身近な4つの施設について、新たにコスト計算書を作成しました。 
　財務書類を作成することで、市の資産・債務の状況分析のほか、施設や事業ごとのコストの把握が可能とな
ることから、平成22年度以降の決算についても、継続して財務書類の作成を行い、より一層分かりやすい形
で市の財政状況を市民の皆さんに公表できるよう取り組みます。

▶問い合わせ　財政課財政担当（内線326）

【財務書類を活用した分析の一例】

●社会資本形成の世代間負担比率（貸借対照表）
　道路や水路などのインフラ、体育館や図書館などの公共施設を整備するための経費を、過去および現役世代と、
将来世代でどの程度の割合で負担しているかを示すものです。
　一般会計では、約78%がこれまでの世代の負担で賄われていますが、下水道事業特別会計では、逆に約62%
が将来世代の負担、つまり整備した施設に対して借金として残っている割合が多くなっています。

　・これまでの世代の負担比率　＝　公共資産合計　／　純資産合計
　・将来世代の負担比率　　　　＝　公共資産合計　／　地方債合計　

※市ホームページに、財務書類４表と詳細な報告書を掲載しましたので、ご覧ください。
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市
で
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、
平
成
10
年
３
月
に
策
定
し
た
行
田
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
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に
基
づ
き
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
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そ
の
後
、
平
成
18
年
１
月
の
南
河
原
村
と
の
合
併
に
よ
り
「
新

行
田
市
」
が
誕
生
し
、
平
成
23
年
４
月
に
は
「
第
５
次
行
田
市
総

合
振
興
計
画
」
を
策
定
し
て
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
・
高
齢
化
に
よ
る
人
口
構
造
の
変
化
、
自
然
災
害

に
対
す
る
不
安
、環
境
問
題
へ
の
関
心
の
高
ま
り
、地
方
分
権
の
進

展
な
ど
、
市
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
平
成
25
年
度
か
ら
の
20
年
間
を
計
画
期
間
と

す
る
新
し
い
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
は
、
平
成
23
・
24
年
度
の
２
カ
年

を
か
け
て
策
定
し
ま
す
。

　

策
定
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
の
現

状
や
課
題
を
的
確
に
と
ら
え
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。
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行
田
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を

市
民
参
加
に
よ
り
策
定
し
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ　

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
計
画
担
当

　

☎
５
５
０
ー
１
５
５
０

市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

ま
ち
づ
く
り

都市計画マスタープランとは
　市の都市計画に関する基本的
な方針を示すものであり、都市
計画を進める上で「羅針盤」の
役割を担うものです。
　20年後の市が目指す将来像を
描き、実現に向けた方針や施策
の展開を示します。
　その策定に当たっては、広く
市民の皆さんの意見を聴き、反
映させていきます。

市町村の建設に関する基本構想

行田市都市計画マスタープラン

都市計画マスタープランの構成

都市計画に関する基本的な方針

第５次行田市総合振興計画（平成23年度～32年度）
基本理念「ひとの元気・地域の元気・まちの元気」
将来像「古代から未来へ　夢をつなぐまち　ぎょうだ」

【策定期間】平成23年度～24年度　　【計画期間】平成25年度～44年度

策定委員会で、市民まちづくり会議や地域別懇談会の意見を踏まえ、原案を作成します。

市民まちづくり会議で、全市的な視点
からまちづくりの方向性について考え
ます。

地域別懇談会で、地域の現状や課題を
把握します。また、計画素案に対する
意見交換を行います。

全体構想

市全体のまちづくりの方向性や
各分野の整備方針を定めます。

地域別構想
市を４つの地域に分け、地域別のまちづくり
の目標や実現に向けた方針・施策を定めます。

会議イメージ（ぎょうだ夢づくり会議の様子）
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行田市都市計画マスタープランをつくる体制

市　　　　長 都市計画審議会
諮問

答申

市　
　
　
　
　
民

①策定委員会
学識経験者、市議会議員の代表、
執行機関の職員、各種団体から
推薦された方、行政関係機関の
職員、公募の市民により組織し、
広い知見から計画全体を検討。

②市民まちづくり会議（市民40人程度を募集）
ワークショップ形式で意見交換をしながら、計画の全
体構想に係る素案を中心に検討。
11月から平成24年２月にかけ4回開催予定。

③地域別懇談会（市を4地域に分けて開催）
地域別の構想に係る部分を検討。
地域での暮らしの視点から意見交換を行う。

原案提案

検討委員会
（課長級職員）

作業部会
（主査級職員）

提案・調整

こども会議
市内中学生を対象に１回開催予定。

・市民意識調査（3,000人対象、9月～10月実施）
・関係団体との意見交換会
・素案に対するパブリックコメント

未来に向けたまちづくりについて、一緒に考えてみませんか市民メンバー募集

▶募集人数　２人（選考による）
▶任　　期　策定が終わるまで（2カ年）
▶応募資格　市内在住・在勤の18歳以上で、平日の会議（2カ

年で6回程度）に出席できる方 ※すでに市の審議
会などの委員の職にある方は除く。

▶応募方法　住所、氏名、年齢、性別、電話番号を明記のうえ、「行
田市が目指すべきまちづくり」をテーマにした400
字程度のレポート（様式自由）を、10月31日(月)（必
着）までに持参または郵送でまちづくり推進課へ提
出してください。【持参・郵送】〒361ー0052 行
田市本丸2ー20 行田市まちづくり推進課

①策定委員会委員
▶募集人数　40人程度（応募多数の場合は抽選）
▶応募資格　市内在住・在勤の18歳以上で、週

末の会議に出席できる方　
▶応募方法　10月31日（月）までにまちづくり推

進課へ電話で住所、氏名、電話番号
をご連絡ください。

②市民まちづくり会議参加者　

開催日 議題（予定）

第1回 12月上旬 現行計画の評価結果、現状と課題

第2回 平成24年1月中旬 将来都市像と土地利用構想

第3回 平成24年3月上旬 基本理念、市民まちづくり会議のまとめ報告

開催日時・場所 議題（予定）

第1回
11月27日(日)
午前10時〜正午
市役所305会議室

市の現状と課題

第2回 12月中旬 まちづくりの方向性

第3回 平成24年1月下旬 実現方策

第4回 平成24年2月下旬 まとめ

※第２回以降の時間と場所は後日お知らせします

　　　　　　　　　　　　　　　地域のまちづくりの現状と課題について、市民の皆さんの意見を聞かせてください。

▶募集人数　各会場40人程度（先着順）
▶応募方法　まちづくり推進課へ電話で住所、氏名、電話番号をご連絡ください。

③地域別懇談会参加者

地　域 対象となる地域 日　時 場　所

西　部 城西3〜5丁目、持田1〜5丁目、大字持田、大字前谷、西新町、壱里山町、清水町、門井町１〜3丁
目、押上町、棚田町１〜3丁目、深水町

11月19日(土)
午前10時〜正午 太井公民館

中心部

忍1・2丁目、天満、水城公園、城南、本丸、矢場1・2丁目、城西1・2丁目、大字忍、行田、宮本、中
央、旭町、向町、佐間1〜3丁目、緑町、駒形1・2丁目、谷郷1丁目、谷郷2・3丁目の一部（市街化区
域内）、大字谷郷の一部（市街化区域内）、栄町、桜町1〜3丁目、富士見町1・2丁目、長野1〜5丁
目、藤原町1〜3丁目、大字長野の一部（市街化区域内）、大字若小玉の一部（市街化区域内）、大字下
忍の一部（市街化区域内）

11月19日(土)
午後3時〜5時 市役所305会議室

北　部
谷郷2・3丁目の一部（市街化調整区域内）（以下、大字）斎条、和田、谷郷の一部（市街化調整区域
内）、上池守、下池守、皿尾、中里、小敷田、荒木、小見、白川戸、須加、下中条、北河原、酒巻、長野の
一部（行田県土整備事務所付近の市街化調整区域内）、南河原、犬塚、馬見塚、中江袋

11月20日(日)
午前10時〜正午

「グリーンアリーナ」 
  研修室

南・東部 （以下、大字）佐間、長野の一部（市街化調整区域内）、下忍の一部（市街化調整区域内）、堤根、樋
上、埼玉、野、渡柳、利田、若小玉の一部（市街化調整区域内）、下須戸、小針、藤間、関根、真名板

11月20日(日)
午後3時〜5時

中央公民館第2学習
室(｢みらい｣内)

平成23年度開催分
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固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
に
本
山
光
昭
氏

　

９
月
定
例
市
議
会
で
同
意
を
得
て
、
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
と
し
て
本
山
光

昭
氏
（
富
士
見
町
）
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

　

会
（
監
査
委
員
事
務
局
内
）
☎
５
６
４―

　

６
５
２
１

本山　光昭 氏

ご参加ください「市政懇談会」
　市民の皆さんの声を聴き、市政について意見交換を行
う「市政懇談会」に参加してみませんか。
　この懇談会は、自治会長をはじめとする各種団体の代
表者の皆さんに呼びかけ、さらに公募の市民の皆さんの
参加もいただき、市長が直接意見・提言を伺います。
　次の地区を対象に懇談会を開催しますので、ぜひご参
加ください。

▶開催日時・場所

▶対　　象　該当地区在住の方
▶そ の 他　申し込み不要のため、直接会場にお越

しください。
▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）

地区 日　　時 場　　所

佐間 10月13日（木）
午後7時〜8時30分 佐間公民館

持田 10月15日（土）
午後1時30分〜3時 持田公民館

長野 11月1日（火）
午前10時30〜正午 長野公民館

星河 11月2日（水）
午後7時〜8時30分 星河公民館

不動産を公売します

　市と埼玉県では、税の滞納に伴う差押え不動産(土
地)の公売を、次のとおり実施します。

公売不動産
（物件１）
　所　在　地	 行田市棚田町1丁目58番18
　地　　　目	 宅地（現況更地）	
　土 地 面 積	 300.55平方メートル
　見 積 価 額	 11,080,000円
　公売保証金	 1,110,000円

（物件２）
　所　在　地	 行田市佐間1丁目2442番
　地　　　目	 田（現況駐車場利用）	
　土 地 面 積	 680平方メートル
　見 積 価 額	 19,590,000円
　公売保証金	 1,960,000円

公売の日時と場所
　公　売　日	 10月18日(火)
　公 売 場 所	 埼玉県熊谷地方庁舎4階大会議室	
	 	 （熊谷市末広3－9－1）
　入 札 日 時	 10月18日(火)午後１時30分〜
	 	 ２時
　開 札 日 時	 10月18日(火)午後2時1分
　売却決定日時	 10月25日(火)午前10時
　買受代金納付期限	 10月25日(火)午後2時
　
▶注意事項
・公売は事情により中止する場合があります。
・この公売は、いわゆる「ネットオークション」
や「インターネット公売」ではありませんの
で、インターネットでの参加はできません。

▶そ の 他　詳細については、市または県ホームペー
ジをご覧ください。また、税務課収納担当で共同公
売広報を配布していますので、ご利用ください。
▶問い合わせ　同課収納担当(内線237）

雑損控除等の説明会について
　東日本大震災により住宅や家財などに損害を受けた方は、
損害金額に基づき計算した金額を所得から控除する方法など
で、所得税や住民税の軽減などを受けることができます。
　なお、所得金額や損害金額が少ない場合は、軽減などの対
象とならない場合があります。
　行田税務署と税務課では、次のとおり雑損控除等の説明会
を開催します。

開催期日 開催場所 開催時間

10月27日（木） 商工センター401研修室
		①午前10時
		②午後１時30分
		※①、②とも同じ内容です。

▶そ の 他　行田税務署では、震災関係の相談を説明会開催
日以外でも受け付けていますので、問い合わせください。

▶問い合わせ　行田税務署☎556ー2121または同課市民税担
当（内線231、232）　

ＮＰＯの税務会計と運営
～新しい公共に向けて～
講座を開催します

　ＮＰＯ法人を運営するための税務会計処理について、ＮＰ
Ｏ法人の税務会計の専門家が分かりやすく解説し、新しい公
共の担い手となるＮＰＯの運営をバックアップします。

▶日　　時　11月16日（水）午後１時30分〜４時
▶場　　所　埼玉県春日部地方庁舎３階大会議室（春日部市
　　　　　大沼１―76）

▶定　　員　70人（先着順）
▶参 加 費　無料
▶申し込み・問い合わせ　10月28日（金）までに埼玉県利
根地域振興センター県民生活担当☎555―1110
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▼
日
時　

11
月
22
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～
４
時

30
分　

▼
場
所　

中
央
公
民
館
第
２
学
習
室
（
「
み
ら

い
」
内
）　

▼
内
容　

収
容
人
数
が
３
０
０
人
以
上
の
飲
食

店
ま
た
は
店
舗
な
ど
の
特
定
防
火
対
象
物
を

管
理
す
る
防
火
管
理
者
が
５
年
以
内
に
受
け

る
講
習　

▼
定
員　

50
人　

▼
費
用　

３
千
円
（
教
材
費
な
ど
）　

▼
申
し
込
み　

10
月
24
日
㈪
～
26
日
㈬
に
印
鑑
、

費
用
、
写
真
１
枚
（
縦
３
㎝
×
横
2.5
㎝
で
３

カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
）
を
消
防
本
部

予
防
課
へ
持
参　

▼
問
い
合
わ
せ　

同
課
☎
５
５
０―

２
１
２
１

▼
日
時　

10
月
16
日
㈰
午
前
10
時
、
午
後
１
時

（
２
回
）　

▼
場
所　

防
衛
省
熊
谷
地
域
事
務
所
（
熊
谷
市

筑
波
３―

90―

１ 

国
際
ビ
ル
２
階
）　

▼
内
容　

高
等
工
科
学
校
、
自
衛
官
な
ど
の
募

集
案
内　

▼
対
象　

中
学
生
～
26
歳
の
方
と
そ
の
保
護
者

な
ど　

▼
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ　

同
事
務
所
☎
５

　

２
２―

４
８
５
５

甲
種
防
火
管
理
再
講
習

防
衛
省
自
衛
隊
説
明
会

公
平
委
員
会
委
員
に

岡
部
の
ぶ
子
氏

　

９
月
定
例
市
議
会
で
同
意
を
得
て
、
公
平

委
員
会
委
員
と
し
て
岡
部
の
ぶ
子
氏
（
行

田
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ　

公
平
委
員
会
事
務
局
（
監

　

査
委
員
事
務
局
内
）
☎
５
６
４―

６
５
２

　

１

岡部のぶ子 氏

　市内における放射線量の状況を把握、監視するために放
射線量の測定を定期的に行っています。測定値については、
「市報ぎょうだ」や市ホームページ、地域公民館にて公表
しています（土・日曜日、祝日を除く）。

放射線測定値（参考値）
【測定個所】行田消防署本署地内　【測定高】１メートル

放射線量の測定を行っています

測定日 測定時間 天　候 測定値（ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ）

  9月20日（火）

午前９時 雨 0.10

午後３時 雨 0.10

▶問い合わせ　防災安全課防災担当（内線282）
～災害に備えて！～
防災体験教室

▶日　　時　11月12日（土）午前９時30分～11時
30分

▶場　　所　埼玉県防災学習センター（鴻巣市袋30）
▶内　　容　防災の話（地震のしくみなど）、災害疑似

体験（地震・強風・煙・消火体験）、セン
ター内展示物などの見学

▶対　　象　市内在住・在勤・在学の方
▶定　　員　30人（先着順）
▶集　　合　午前９時に市役所正面玄関
▶解　　散　正午ごろ市役所
▶交通手段　市役所～同センター間はバスで送迎
▶参 加 費　無料
▶そ の 他　参加者が５人に満たない場合は中止と

なる場合があります。
▶申し込み・問い合わせ　11月４日（金）午後５時ま

でに電話またはＦＡＸで防災安全課防
災担当（内線282）【ＦＡＸ】556―
2117

米の安全を確認しました
　埼玉県が米に含まれる放射性物質濃度の検査を実
施しましたが、行田市で生産された米から放射性物
質は検出されませんでした。
　このことから、平成23年度に市内で生産された
米は、すべて出荷・販売などが可能になりましたの
で、安全な行田産米を安心してご賞味ください。

▶調査
　・検体採取日　８月29日（月）
　・結果判明日　９月１日（木）
　・放射性ヨウ素　検出されず
　・放射性セシウム　検出されず

※暫定基準値は１キログラム当たり500ベクレ
ル。放射性ヨウ素、放射性セシウム共に検査機
器の定量下限値１キログラム当たり20ベクレ
ルを超えていないため、数値は検出されません
でした。

▶問い合わせ　農政課農政担当（内線387）
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10
月
分
か
ら
子
ど
も
手
当
の
支
給
額
が
次
の

よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

▼
手
当
の
月
額（
10
月
分
～
平
成
24
年
３
月
分
）

　
【
０
～
３
歳
未
満
】
１
万
５
千
円
（
一
律
）

　

�【
３
歳
～
小
学
校
修
了
前
】
１
万
円
（
第
３

子
以
降
は
１
万
５
千
円
）

　

�【
中
学
生
】
１
万
円
（
一
律
）

　

※�

10
月
分
～
平
成
24
年
１
月
分
の
手
当
は
平

成
24
年
２
月
に
支
給
し
、
平
成
24
年
２・
３

月
分
は
平
成
24
年
６
月
に
支
給
し
ま
す
。

▼
申
請
（
認
定
請
求
）
方
法

　

�　

こ
れ
ま
で
手
当
を
受
け
取
っ
て
い
た
方
も

含
め
、
市
内
在
住
の
中
学
生
以
下
の
お
子
さ

ん
を
持
つ
す
べ
て
の
方
に
認
定
請
求
書
を
送

付
し
ま
す
。
子
育
て
支
援
課
で
必
ず
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
※
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
注
意

　

�　

10
月
以
降
に
他
の
市
町
村
へ
転
居
さ
れ
る

方
は
、
転
出
日
（
転
出
予
定
日
）
の
次
の
日

か
ら
数
え
て
15
日
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
転

居
先
の
市
町
村
窓
口
へ
必
ず
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　

�　

10
月
以
降
に
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
方

は
、
生
ま
れ
た
日
の
次
の
日
か
ら
数
え
て
15

日
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
必
ず
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

▼�

問
い
合
わ
せ　

同
課
子
育
て
支
援
担
当
（
内

線
２
６
２
）

中
学
校
卒
業
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
方
へ

10
月
か
ら「
子
ど
も
手
当
」が

�

変
わ
り
ま
す

平成24年度
保育所の入所児童を募集します

平成24年度
学童保育室の入室児童を募集します

▶入室期間　平成24年4月1日～平成25年3月31日
▶対　　象　�保護者の就労などにより昼間常時留守となる家庭

の市立小学校に通う1年生から3年生までの児童
▶注意事項　現在入室されている方も、毎年申請が必要となります。
▶募集人員

区 分 名　　称 場　　　所 定 員

公設

中央学童保育室 中央小学校敷地内 60人

西学童保育室 西小学校敷地内 70人

東学童保育室 東小学校敷地内 60人

北学童保育室 谷郷2486－3　旧上谷第一住宅跡 46人

さくら学童保育室 桜ヶ丘小学校敷地内 45人

南学童保育室 南小学校敷地内 44人

太田西学童保育室 太田西小学校敷地内 49人

泉太井学童保育室 泉小学校敷地内 55人

埼玉学童保育室 埼玉小学校敷地内 48人

南河原学童保育室 南河原支所内 60人

下忍学童保育室 下忍小学校敷地内 36人

荒木学童保育室 荒木小学校敷地内 34人

民設 太井学童保育室 棚田町1－58－10 30人

▶保 育 料　�１人月7,000円(おやつ代別)※民設学童保育室は、学
童保育室が設定しますので、直接問い合わせください。

▶保育時間� [通　常]　放課後～午後7時
� [土曜日・夏休みなど]　午前8時～午後7時
� ※太井学童保育室(民設)は、公設学童と同じです
▶申請書配布 【公設】�10月11日(火)から子育て支援課6番窓口

または各学童保育室
� 【民設】11月1日(火)から太井学童保育室
▶申請期間 【公設】�10月24日(月)～11月9日(水)�に子育て支

援課または各学童保育室
� 【民設】�11月11日(金)～平成24年２月29日(水)

に太井学童保育室
▶そ の 他　�入室決定は申し込み順ではありません。申し込み

が定員を超えた場合は、保護者の勤務状況などによ
り入室の可否を決定します。

▶問い合わせ 【公設】��同課子育て支援担当(内線262)または子育
て総合支援窓口☎556―2011

� 【民設】�太井学童保育室☎556－5340

　保育所は、家庭で十分保育できない乳幼児を、保護
者の委託を受けて保育する児童福祉施設です。保育
所へ入所できる児童は、保護者に次のいずれかの事情
がある場合で、祖父母など親以外の方が児童を保育で
きる場合は該当しません。
　①昼間常に家庭外で仕事をしている場合
　②�昼間常に家庭内で家事以外の仕事をしている場合
　③出産前後または疾病(入院・自宅療養)の場合
　④�長期にわたり、同居の家族の看護などに当たって

いる場合
　⑤�震災、風水害、火災その他の災害の復旧に当たっ

ている場合

▶受付期間　11月14日(月) ～12月２日(金)
▶受付場所　�入所を希望する保育所※申込書は11月

７日(月)から各保育所で配布

保 育 所 名 住　　所 電 話 番 号 定 員

若葉保育園 行田11－10 ５５６－２７９７ 150人

和光保育園 佐間3－20－3 ５５６－２５０３ 130人

白鳩保育園 駒形2－7－7 ５５４－５２２１ 60人

ホザナ保育園 荒木1590－1 ５５９－１５４３ 100人

太井保育園 棚田町1－58－10 ５５６－５３４０ 90人

小羊チャイルド
センター 若小玉3547－1 ５５６－７７５３ 70人

太田保育園 藤間510－3 ５５９－３６４４ 120人

行田保育園 荒木4961 ５５７－２９４３ 90人

埼玉保育園 埼玉4595－1 ５５９－２４３３ 100人

持田保育園 城西4－3－4 ５５６－５４５６ 90人

長野保育園 長野1－34－5 ５５３－３１７７ 90人

南河原保育園 南河原851 ５５７－３２３４ 60人

▶そ の 他　�市外の保育所を希望する場合は、子育て
支援課で11月７日(月)から申込書を配
布します。　

▶問い合わせ　同課保育担当（内線263）
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行田市地域包括支援センター
運営協議会の委員を募集します

　市では、高齢者の総合相談やケアマネジメントを行う地域
包括支援センターを３カ所設置していますが、同センターの
適切な事業運営を図る必要があるため、毎年度運営協議会
を開催し、事業計画および事業報告の検証・評価を行って
います。
　このたび、皆さんの意見を反映させるため、運営協議会の
委員を募集します。
▶応募資格　 市内在住で、平日昼間の会議に出席できる方。

ただし、次の方は応募できません。
　　　　　　（１） 応募日現在、すでに本市の審議会の委員に

なっている方
　　　　　　（２）市職員および市議会議員
▶応募人数　65歳以上の方…１人
　　　　　　40歳以上64歳以下の方…１人
　　　　　　（年齢はいずれも９月１日現在）
▶任　　期　２年間
▶応募方法　 住所、氏名、年齢、電話番号を記入した書類（様

式自由）を10月21日（金）（必着）までに持参
または郵送で提出してください。【持参・郵送】
〒361―8601 行田市本丸２―５ 行田市高
齢者福祉課

▶選考方法　抽選により決定します。
▶問い合わせ　同課高齢福祉担当（内線278）

平成24年版
埼玉県民手帳を販売します

▶販売日時
　 10月18日(火) ～12月22日(木)までの午前8時30分～

午後５時15分（土・日曜日、祝日を除く）
▶手帳規格
価　格 規　格 色 備　　考

５００円
（税込み） 14㎝× 8.5㎝

黒 月間予定表部分が
横罫式

グレイッシュ
ブルー

月間予定表部分が
升目式

※表紙の色により月間予定表部分が異なります。
▶販売場所・問い合わせ　企画政策課統計担当（内線310）

お母さん  お父さんのための
ストレス解消！楽しい子育て教室

　「うちの子、人と話すのが苦手」、「特別なこだわりがある」、「新し
い環境になかなか慣れない」、「落ち着きがない」、「勉強や宿題に集
中できない」など、子育てに悩みを抱えているお母さん、お父さんは
いませんか。
　お子さんとの関わりを振り返り、育児のコツを知ってみませんか。

回
期　　　　　日

内　　　容 講　　師
休日コース 平日コース

1 11月６日(日) 11月７日(月）

ストレスを
解消しよう①

～子どもの特性に合わ
せた効果的な接し方～

えじそんくらぶ

2 11月13日(日) 11月14日(月)
ストレスを

解消しよう②
～ストレスを減らそう～

えじそんくらぶ

3 11月27日(日) 12月５日(月)

子どもと
楽しく遊ぼう

～子どもと遊ぶ　
　（感覚遊び）～

作業療法士

4 12月11日(日) 12月12日(月)
育児のコツを知ろう
相談場所を知ろう
みんなで話をしよう

・福祉課保健師
・ 保健センター保健師
・ 子育て支援課職員
・ 市教育研修センター
  相談員

※時間はいずれも午前10時～正午

▶場　　所　【休日コース】中央公民館第３学習室（｢みらい｣内）
　　　　　　【平日コース】総合福祉会館「やすらぎの里」第３研修室
▶対　　象　 おおむね3歳～小学2年生の子どもを持つ、悩みを抱

えた市内在住の保護者で4日間参加できる方
▶定　　員　各コース20人（先着順）
▶参 加 費　無料
▶そ の 他　 保育を希望され

る方は申し込み
時に問い合わせ
ください。

▶ 申し込み・問い合わせ
　 10月25日(火)までに福祉

課障害福祉担当(内線265)

　所得税および住民税の障害者控除を受けるためには、身体障害、
精神障害、知的障害など各手帳の交付を受けていることが原則で
す。しかし、これらの手帳の交付を受けていなくても、市が発行す
る障害者控除対象者認定書により控除を受けることができます。
▶対　　象　次のいずれかに該当する方
　　　　　・ 65歳以上で、身体障害者および知的障害者などに準

じる状態の方
　　　　　・ ６カ月以上寝たきりで、食事や排せつなどの日常生活

に支障のある方
▶問い合わせ　 高齢者福祉課介護認定担当（内線269）または福祉課

障害福祉担当（内線265）

　

９
月
定
例
市
議
会
で
同
意
を
得
て
、
教

育
委
員
会
委
員
と
し
て
阿
部
祐
見
子
氏

（
佐
間
）
が
新
た
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
に

�

阿
部
祐
見
子
氏

▼�

問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課
庶
務
担
当

☎
５
５
６―

８
３
１
１

阿部祐見子氏

障害者控除対象者認定書を発行します
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▼
日
時　

11
月
27
日
㈰
午
前
８
時
受
け
付
け　

　

午
前
８
時
30
分
開
会

▼
場
所　

総
合
公
園
自
由
広
場
お
よ
び
周
回
コ

ー
ス

▼
種
目
・
参
加
資
格　

 

【
３
０
９
０
ｍ
コ
ー
ス
（
１
人
３
０
９
０
ｍ

で
５
区
間
継
走
）
】

　

○
一
般
男
子
の
部
：
16
歳
以
上
（
高
校
生
を

　

除
く
）
の
方

　

○
高
校
男
子
・
女
子
の
部
：
高
校
に
在
学
中

　

の
方

　

○
中
学
男
子
・
女
子
の
部
：
中
学
校
に
在
学

　

中
の
方

 

【
１
１
５
０
ｍ
コ
ー
ス（
１
人
１
１
５
０
ｍ
で

５
区
間
継
走
）
】
※
た
だ
し
小
学
生
の
部
の

第
１
区
は
１
２
０
０
ｍ

○
地
区
体
協
の
部
：
各
地
区
体
育
協
会
な
ら

び
に
該
当
地
域
に
在
住
の
方
（
学
生
・
生

徒
は
除
く
）

○
一
般
男
子
・
女
子
の
部
：
16
歳
以
上
（
高

校
生
を
除
く
）
の
方

○
小
学
生
男
子
・
女
子
の
部
：
市
内
に
在
学

ま
た
は
市
内
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
所
属
し
て

い
る
小
学
４
年
生
以
上
の
児
童

▼
参
加
規
定　

１
チ
ー
ム
正
選
手
５
人
（
補
欠

は
２
人
ま
で
エ
ン
ト
リ
ー
可
）

▼
参
加
費　

１
チ
ー
ム
１
千
円（
保
険
料
な
ど
）

▼
申
し
込
み　

10
月
３
日
㈪
～
28
日
㈮
の
午
前

９
時
～
午
後
８
時
に
参
加
費
を
添
え
て
グ
リ

ー
ン
ア
リ
ー
ナ
窓
口
※
10
月
11
日
㈫
・
24
日

㈪
は
午
後
４
時
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
担
当

☎
５
５
６―

８
３
３
６

▼
日
時　

10
月
27
日
㈭
午
後
２
時
開
演　

▼
場
所 

「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー
ル　

▼
内
容　

夫
婦
と
子
ど
も
２
人
の
家
族
に
、
祖

母
が
同
居
。
５
人
で
暮
ら
し
は
じ
め
る
が
、

ま
も
な
く
祖
母
が
認
知
症
を
患
っ
て
し
ま
う
。

こ
の
困
難
を
家
族
の
き
ず
な
で
乗
り
越
え
る

ス
ト
ー
リ
ー
。　

▼
入
場
料　

無
料　

▼
問
い
合
わ
せ　

人
権
教
育
推
進
協
議
会
（
ひ

　

と
つ
く
り
支
援
課
内
）☎
５
５
６―

８
３
１
９

▼
日
時　

11
月
12
日
㈯
午
後
１
時
15
分
～
４
時

30
分

▼
場
所 

「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー
ル

▼
内
容　

市
内
の
小
・
中
学
生
に
よ
る
、
将
来

の
夢
や
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
、
社
会
に

対
し
て
訴
え
た
い
こ
と
な
ど
の
発
表
。

▼
入
場
料　

無
料

▼
そ
の
他　

手
話
通
訳
あ
り

▼
問
い
合
わ
せ　

ひ
と
つ
く
り
支
援
課
生
涯
学

習
担
当
☎
５
５
６―

８
３
１
９

第
55
回
“
浮
き
城
の
ま
ち
行
田
”
駅
伝

競
走
大
会 

参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す

行
田
市
人
権
教
育
講
座

人
権
啓
発
映
画
「
折
り
梅
」
上
映
会

第
26
回
浮
き
城
の
ま
ち
行
田

少
年
の
主
張
大
会

第25回企画展

兜～武将のシンボル～
　忍藩主松平家ゆかりの具足や、さまざまな意
匠を凝らした「変わりかぶと」などを展示しま
す。武将たちが合戦にかける思いを込めた、か
ぶとの造形美や技術をご覧ください。

▶開催期間　10月８日（土）～11月23日（水）
▶休 館 日　月曜日（ただし10月10日（月）を
　　　　　　除く）および10月11日（火）、11
　　　　　　月４日（金）
▶場　　所　郷土博物館
▶開館時間　午前９時～午後４時30分（入館は

午後４時まで）
▶入 館 料　大人200円、大学・高校生100

円、小・中学生50円（団体料金
大人160円、大学・高校生80円、
小・中学生40円）

　　　　　　※団体は20人以上
▶そ の 他　11月13日（日）は忍城時代まつり

により入館料が無料となります。 ▶問い合わせ　同館☎554―5911

火縄銃演武
日　　時　11月13日（日）【１回目】午前11時30分　
　　　　 　　　　　　　　【２回目】午後１時30分
場　　所　忍城址

講演会「当世具足について」
日　　時　11月19日（土）午後２時
場　　所　郷土博物館講座室
講　　師　近藤好和さん（国立歴史民俗博物館客員教授）
定　　員　80人
申し込み　電話で同館

家
か も ん

紋 散
ちらし

置
おき

手
てぬぐい

拭 形
なりかぶと

兜
  （忍東照宮所有）
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▼
日
時　

平
成
24
年
１
月
８
日
㈰
午
後
１
時
受

け
付
け　

午
後
１
時
30
分
開
会

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館
ホ
ー
ル

　

平
成
24
年
行
田
市
新
成
人
を
祝
う
会
実
行
委

員
を
募
集
し
ま
す

　

毎
年
、
新
成
人
を
祝
う
会
実
行
委
員
会
が
中

心
と
な
り
、
新
成
人
を
祝
う
会
の
企
画
・
運
営

を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
実
行
委
員
会
回
数　

３
～
５
回　

※
第
１
回

実
行
委
員
会
は
10
月
21
日
㈮
を
予
定

▼
時
間　

午
後
７
時
～
９
時

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館
２
Ａ
会
議
室

▼
対
象　

平
成
３
年
４
月
２
日
～
平
成
４
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方

▼
募
集
人
数　

10
人
程
度

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

ひ
と
つ
く
り
支

援
課
生
涯
学
習
担
当
☎
５
５
６―

８
３
１
９

▼
日
時　

11
月
20
日
㈰
午
前
８
時
30
分
～
正
午

ご
ろ
※
荒
天
中
止　
　

▼
集
合
場
所　

さ
き
た
ま
古
墳
公
園
駐
車
場　

▼
コ
ー
ス
《
忍
城
戦
記
浮
き
城
９
㎞
コ
ー
ス
》

さ
き
た
ま
古
墳
公
園
駐
車
場
→
丸
墓
山
古
墳

→
稲
荷
山
古
墳
→
前
玉
神
社
→
奥
の
山
古
墳

→
さ
き
た
ま
緑
道
→
石
田
堤
史
跡
公
園
→
同

緑
道
→
同
公
園
駐
車
場 

▼
対
象　

小
学
生
以
上
の
方
※
小
学
生
は
保
護

者
ま
た
は
成
人
同
伴
の
こ
と

▼
参
加
費　

１
０
０
円
（
保
険
料
な
ど
）　

▼
主
催　

行
田
市
体
育
指
導
委
員
協
議
会　

▼
申
し
込
み　

10
月
４
日
㈫
～
11
月
４
日
㈮
の

午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
直
接
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
ま
た
は
中
央
公
民
館
、
各
地
域
公
民
館
、

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ　

▼
問
い
合
わ
せ　

同
課
振
興
担
当
☎
５
５
６―

８
３
３
６

▼
日
時　

10
月
20
日
㈭
午
前
９
時
30
分
～
午
後

４
時
※
午
前
の
み
、
ま
た
は
午
後
１
時
か
ら

の
参
加
も
可

▼
集
合
場
所　

足
袋
蔵
ま
ち
づ
く
り
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

▼
見
学
場
所 

【
午
前
】
足
袋
と
く
ら
し
の
博

物
館
、
武
蔵
野
銀
行
行
田
支
店
ほ
か
【
午

後
】
忠
次
郎
蔵
、
牧
禎
舎（
藍
染
体
験
）、
足

袋
蔵
ギ
ャ
ラ
リ
ー
門
ほ
か

▼
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費　

１
千
５
０
０
円
（
昼
食
、
藍
染
体

　

験
料
、
入
館
料
、
保
険
料
）
※
午
前
の
み

３
０
０
円
、
午
後
の
み
６
０
０
円

▼
主
催　

行
田
市
教
育
委
員
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ぎ
ょ
う
だ
足
袋
蔵
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月
18
日
㈫
午

後
５
時
ま
で
に
電
話
で
文
化
財
保
護
課
文
化

財
保
護
担
当
☎
５
５
３―

３
５
８
１

▼
日
時　

10
月
23
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～
午
後

２
時

▼
場
所　

水
城
公
園
市
民
広
場
（
雨
天
の
場
合

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ
）

▼
内
容　

ク
ラ
フ
ト
づ
く
り
な
ど
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

▼
主
催　

青
少
年
育
成
行
田
市
民
会
議

▼
主
管　

浮
き
城
の
ま
ち
行
田
こ
ど
も
ま
つ
り

実
行
委
員
会

▼
後
援　

行
田
市
教
育
委
員
会

▼
問
い
合
わ
せ　

ひ
と
つ
く
り
支
援
課
生
涯
学

習
担
当
☎
５
５
６―

８
３
１
９

平
成
24
年
行
田
市
新
成
人
を
祝
う
会

第
12
回
ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

足
袋
蔵
め
ぐ
り
２
０
１
１

第
22
回
浮
き
城
の
ま
ち
行
田

こ
ど
も
ま
つ
り

日　　時 場　　所 参加団体・内容

11月4日(金)～6日(日)
 午前９時～午後５時
 ※6日は午後４時まで

グリーン
アリーナ

行田市工芸協会カリタスＳ 41、
行田美術会、行田市書道人連盟、
行田光友写真会、行田フラワーデ
ザイン協会、行田美幸会、行田絵
手紙あおい会、革工芸雅秀会、

コミュ二ティ
センター
みずしろ

行田山草会、行田短歌連盟、行田
市華道会

10月29日(土) 
～11月6日(日) 郷土博物館 第 37 回行田市菊花展 ( 行田市菊

花連絡協議会 )

11月4日(金)～6日(日)
午前９時～午後５時

 ※4日は午後１時30分から
 ※6日は午後３時まで

埼玉公民館 さきたま盆栽会

第63回行田市文化祭
《展示部門》

催し名 日　　時 場　　所

将棋大会 11 月３日（木） 
午前９時～午後５時

コミュニティ
センターみずしろ

茶席
※入場券  前売り
1,000円

11月5日(土) 
午前10時～午後３時

囲碁大会 11月6日(日) 
午前９時～午後５時

短歌大会 11月10日(木) 
午後１時30分～５時

俳句展
11月19日(土)～21日(月)
午前９時～午後５時
※21日は午後４時まで

詩吟・吟舞発表会 11月23日(水) 
午前10時～午後４時 みらい

《大会・発表会》

▶主　　催　行田市文化団体連合会、行田市、行田市教育
委員会、（財）行田市産業・文化・スポーツいき
いき財団

▶問い合わせ　ひとつくり支援課生涯学習担当
　　　　　　☎556－8319
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▼
展
示
期
間　

10
月
29
日
㈯
～
11
月
６
日
㈰　

▼
場
所　

郷
土
博
物
館　

▼
展
示
菊
花　

厚
物
、
管
物
、
福
助
、
ダ
ル
マ
、

盆
栽
、
懸
崖
な
ど　

▼
主
催　

行
田
市
菊
花
連
絡
協
議
会　

▼
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課
観
光
担
当
（
内

線
３
８
２
）

　

初
心
者
の
方
で
も
簡
単
に
で
き
る
、
本
格
的

な
そ
ば
打
ち
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

10
月
29
日
㈯
午
前
９
時
30
分
～
正
午

▼
場
所　

Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ
調
理
室

▼
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
の
男
性

▼
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費　

８
０
０
円

▼
持
ち
物　

三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
、
上
履
き

▼
講
師　

長
谷
川
好
宏
さ
ん

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月
４
日
㈫
～

18
日
㈫
に
直
接
ま
た
は
電
話
で
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ

ょ
う
だ
☎
５
５
６―

９
３
０
１

　

※
保
育（
２
歳
以
上
の
未
就
学
児
）の
申
し
込

　

み
は
10
月
12
日
㈬
ま
で

 

「
市
役
所
の
紹
介
で
下
水
管
の
点
検
に
来
ま

し
た
」
「
市
役
所
か
ら
下
水
道
の
清
掃
に
来
ま

し
た
」
「
無
償
で
点
検
し
ま
す
」
な
ど
と
言
っ

て
、
下
水
管
の
点
検
、
修
理
、
清
掃
な
ど
を
強

引
に
迫
る
と
い
う
事
例
が
、
本
市
や
近
隣
市
に

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
家
庭
の
下
水
管
の
点
検
や
清
掃

な
ど
の
た
め
に
訪
問
し
た
り
、
業
者
に
委
託
し

た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▼
対
策

・
点
検
や
清
掃
な
ど
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、

は
っ
き
り
と
断
る
。

・
訪
問
さ
れ
た
時
は
、
身
分
証
明
書
の
提
示

を
求
め
る
。

・
そ
の
場
で
す
ぐ
に
契
約
を
し
な
い
。

　

 

「
変
だ
な
」、「
お
か
し
い
な
」
と
感
じ
た

ら
、
業
者
名
・
担
当
者
名
・
連
絡
先
を
控
え
、

下
水
道
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

同
課
普
及
促
進
担
当
☎
５
６

　

４―

０
３
０
３
（
前
谷
１―

１
、
水
道
庁
舎

内
）

第
２
期
納
期
限　

10
月
27
日
㈭

　

支
払
い
に
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
期
限
内
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
納
付
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
負
担
金
賦
課
区
域
内
の
土
地
で
売

買
・
相
続
な
ど
に
よ
り
受
益
者
の
変
更
が
あ
っ

た
方
は
、
下
水
道
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

同
課
業
務
担
当
☎
５
６
４―

０
３
０
３
（
前
谷
１―

１
・
水
道
庁
舎
内
）

男
の
料
理
教
室 

 

～
簡
単
レ
シ
ピ
で
本
格
的
な
味
を
～

第
37
回
行
田
市
菊
花
展

下
水
管
の
点
検
・
清
掃
な
ど
の

悪
質
な
勧
誘
に
ご
注
意
を

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
を

お
支
払
い
の
方
へ

ぎょうだ男女共同参画フォーラム2011男女共同参画講演会
　夫・ツレさんのうつ病との闘病生活を描いたコミックエッセイ「ツレがうつになりまして」の原作者、細川貂

てんてん

々さん
（作家・漫画家、行田市出身）と望月昭（ツレ）さんをお迎えします。今月には映画も公開される、旬なお二人のほん
わかでハッピーな話をぜひ聞きに来てください。

▶日　　時　11月19日（土）午後1時30分開演
▶場　　所 「みらい」文化ホール
▶内　　容　細川貂々さん・望月昭さん夫妻によるトー

クショー。司会は㈱よしもとクリエイティブ・エー
ジェンシー所属のお笑いコンビ「フラッパー☆」です。

▶入 場 料　無料（要申し込み）
▶定　　員　500人（先着順）
▶申込方法　
　⑴10月1日（土）～11月18日（金）

①氏名（ふりがな）、住所、電話番号、参加人数、細
川貂々さん・望月昭さんへの質問を明記のうえ、
市ホームページ掲載の電子申請、FAX、往復はが
き、Eメールのいずれかの方法で、VIVAぎょうだ
「フォーラム」係まで申し込みください。

 【郵送】〒361－0032 行田市佐間3－23－6 
VIVAぎょうだ「フォーラム」係

 【FAX】556－9310
 【Eメール】viva＠city.gyoda.lg.jp
　※申込用紙の印刷も市ホームページ掲載の電子申

　請からできます。

② VIVAぎょうだ、生活課で直接申し込みできます。
⑵10月1日（土）～21日（金）
　各地域公民館および南河原支所で直接申し込みでき

ます。
▶そ の 他　当日は「みらい」駐車場において、NPO法

人が中心となり、農作
物やお菓子の販売をし
ます。
　また、手話通訳・ひ
ととき保育(２歳以上
の未就学児の保育・無
料)を行います。ひと
とき保育を希望される
方は10月28日(金)ま
でに申し込みください
（当日申し込み不可）。

▶問い合わせ　
　ＶＩＶＡぎょうだ
　☎556－9301
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10月から浄化槽の新定期水質
検査制度がスタートします
10月から浄化槽の新定期水質
検査制度がスタートします

10月20日～12月31日は
不法投棄等防止強化期間です
10月20日～12月31日は
不法投棄等防止強化期間です
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市
で
は
、
資
源
の
有
効
利
用
と
ご
み
の
減
量
化
を

図
る
た
め
、
ま
だ
使
え
る
も
の
の
仲
介
を
行
う
不
用

品
登
録
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
品
物
は
無
料
で
、

登
録
期
間
は
３
カ
月
で
す
。
な
お
、
規
格
や
大
き
さ

が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
さ
し
あ
げ
ま
す

▽
テ
ー
ブ
ル

（低）　

▽
ソ
フ
ァ
ベ
ッ
ド　

▽
電
子
オ
ル

ガ
ン　

▽
ガ
ス
コ
ン
ロ
（
プ
ロ
パ
ン
用
）
▽
い
す

（
マ
ー
ジ
ャ
ン
用
４
脚
）
▽
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ

▽
駐
車
ス
テ
ッ
プ　

▽
座
い
す

（大）　

▽
コ
ン
パ
ク
ト

ウ
ォ
ー
カ
ー　

▽
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド　

▽
自
転
車
用
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
（
前
・
後
用
）
▽
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ

ッ
ド　

▽
マ
ッ
ト
レ
ス
（
三
つ
折
り
）
▽
鏡
台

（洋）

▽
整
理
た
ん
す　

▽
五
月
人
形

◎
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

▽
自
転
車
（
大
人
・
折
り
た
た
み
・
小
型
）
▽
テ
レ

ビ
（
地
デ
ジ
・
液
晶
）
▽
カ
メ
ラ
（
デ
ジ
タ
ル
一
眼

レ
フ
・
デ
ジ
タ
ル
）
▽
家
庭
用
耕
運
機　

▽
車
い
す

▽
扇
風
機　

▽
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス　

▽
電
気
グ
リ

ル
鍋　

▽
Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ
コ
ー
ダ
ー　

▽
ス
リ
ン
グ　

▽

ベ
ビ
ー
カ
ー
（
Ａ
Ｂ
型
）
▽
ベ
ビ
ー
ゲ
ー
ト　

▽
食

卓
い
す
（
乳
幼
児
用
）
▽
掃
除
機　

▽
家
庭
用
製
め

ん
機　

▽
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
（
デ
ジ
タ
ル
）
▽
首
も
み

マ
ッ
サ
ー
ジ
器　

▽
パ
ソ
コ
ン
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ

ー
内
蔵
）
▽
洗
張
り
板　

▽
エ
ア
コ
ン　

▽
コ
ー
ヒ

ー
メ
ー
カ
ー　

▽
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー　

▽
プ
リ

ン
タ
ー　

▽
座
い
す

（小）　

▽
洗
濯
機　

▽
石
油
ス
ト

ー
ブ　

▽
将
棋
セ
ッ
ト　

▽
た
ん
す
（
桐
）
▽
ミ
シ

ン
（
家
庭
用
）
▽
テ
ー
ブ
ル
（
キ
ャ
ス
タ
ー
付
）

▼
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
環
境
業
務
担
当
☎
５
５
６

　

―

９
５
３
０
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
５
３―

０
７
９
２

不
用
品
情
報

　公益財団法人自動車リサイクル促進センターでは、国内
で販売した二輪車が使用済みになった際、国内二輪車メー
カー４社および輸入事業者12社が、引き取りから処理・
再資源化まで適正に処理する「二輪車リサイクルシステ
ム」を自主取り組みとして運営しています。
　オートバイを廃棄する際には、リサイクル料金の負担が
必要となっていましたが、10月1日より、メーカーなどが
国内で販売した車両を、リサイクルマークの有無に関わら
ず廃棄時に無料で引き取ります。本システムの詳細や廃棄
二輪車取扱店・指定引取窓口については、二輪車リサイク
ルコールセンターまで問い合わせください。

▶問い合わせ　
　同コールセンター
　☎03―3598―8075

10月1日より二輪車のリサイクル
料金が無償化されます

　県では、不法投棄を撲滅するため、不法投棄等防止強化
期間を設定しました。民間・事業者・市町村などと連携し
て、不法投棄等防止の取り組みを集中的に実施します。

▶期　　間　10月20日（木）～12月31日（土）
▶内　　容　産業廃棄物運搬車両路上調査、不法投棄監視
　　　　　　パトロール、産業廃棄物スカイパトロール、

家屋解体現場への立ち入り指導

【産業廃棄物不法投棄１１０番】
　不法投棄を発見したら、すぐに通報してください。
　24時間フリーダイヤル☎0120―5

ご み を

30―3
みはるよ

84

▶問い合わせ　埼玉県環境部産業廃棄物指導課監視・指導担
当☎048―830―3136【ＦＡＸ】048―
830―4774【Ｅメール】a3120@pref.
saitama.lg.jp

　浄化槽を使用している方は、「保守点検」、「清掃」とは別
に、年１回の「定期水質検査」の受検が法律により義務付
けられています。10月からの定期水質検査では、浄化槽
の正確な機能診断のため、検査項目に放流水のＢＯＤ（水質
の汚濁を表す指数）が追加されます（単独処理浄化槽は除き
ます）。
　また、家庭用の10人槽以下の浄化槽については、県知
事が指定した検査機関と提携した保守点検業者が、採水な
どの定期水質検査の補助業務を行えるようになりました。
　まだ検査を受けていない方は、契約している保守点検業
者・清掃業者か知事指定検査機関に連絡して、検査の手続
きを行ってください。なお、定期水質検査の手数料（10人
槽以下5,000円）は変わりません。

▶問い合わせ　知事指定検査機関（社）埼玉県浄化槽協会浄
　化槽水質検査部（熊谷市新堀915―10）☎533―4700

　10月は、３Ｒ〔リデュース（ごみの発生抑制）・リユース
（再使用）・リサイクル（再生利用）〕推進月間です。
　スーパーマーケットやコンビニエンスストアなどでもら
うレジ袋の重さは約５～７グラム。もし１年間もらうのを
やめたら、約300枚分、１人で約１.５～２キログラムの
ごみを削減できます。また、アルミ缶をリサイクルすると、
新しい材料から作るより約97％のエネルギーを節約する
ことができます。
　お気に入りのマイバッグを持って、ごみになるレジ袋を
減らしたり、マイボトルの利用で使い捨て容器を減らした
りするなど、地球にやさしいライフスタイルを楽しんでみ
ませんか。

▶問い合わせ　
　環境課環境業務担当
　☎556―9530

ごみの減量化にご協力をお願いします
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市
内
に
あ
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施
設
を
め
ぐ
り
、
行
田
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魅
力

を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

11
月
10
日
㈭
午
前
９
時
30
分
～
午
後

３
時
30
分

▼
見
学
場
所　

も
の
つ
く
り
大
学
、
小
針
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
古
代
蓮
会
館
（
田
ん
ぼ
ア

ー
ト
）
、
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
、
総
合

福
祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」

▼
対
象　

市
内
在
住
の
方

▼
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費　

無
料　

※
た
だ
し
昼
食
は
各
自
で

用
意
の
こ
と

▼
そ
の
他　

古
代
蓮
会
館
で
昼
食
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
※
売
店
や
う
ど
ん
店
の
利
用
可

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月
31
日
㈪
ま

で
に
電
話
で
広
報
広
聴
課
広
報
広
聴
担
当

（
内
線
３
１
８
）

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
笑
顔
で
行
田
の
魅
力
を

伝
え
ら
れ
る
よ
う
、
行
田
の
意
外
な
観
光
名
所

や
食
事
処
な
ど
、
地
元
目
線
か
ら
奥
深
く
行
田

を
紹
介
す
る
「
行
田
市
観
光
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
」

を
作
成
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
あ
な
た
が
お
持
ち
の
と
っ
て
お
き

の
行
田
情
報
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
ガ
イ
ド
マ

ッ
プ
に
広
告（
有
料
）を
掲
載
し
て
い
た
だ
け
る

事
業
者
や
商
店
な
ど
も
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
行
田
観
光
物
産

会
、
も
の
つ
く
り
大
学
、
行
田
市
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ど
が
協
働

で
行
う
「
観
光
立
市
・
行
田
“
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｉ
×

３
”
事
業
」
で
実
施
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月
31
日
㈪
ま

で
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
行
田
観
光
物
産
会
代
表

戸
塚
☎
０
９
０―

４
６
０
２―
９
６
３
１

市
内
施
設
め
ぐ
り

市
民
み
ん
な
の
手
で
作
る
！
行
田

市
観
光
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
に
載
せ
る

情
報
や
広
告
を
募
集
し
ま
す

行田地区労働学院
受講生募集

▶期日・テーマ・講師
期日 テーマ 講師

10月17日
（月）

就業規則と
労働契約

松岡二郎さん
（明治大学法学
部講師）

10月26日
（水）

ストレスと
心の健康

菊地章彦さん
（㈲ヒューマン
リエゾン代表
取締役）

▶時　　間　午後6時30分～8時
　　　　　30分

▶場　　所　商工センター401研
　　　　　修室

▶対　　象　勤労者、使用者など
▶定　　員　各40人
▶受 講 料　無料
▶申し込み・問い合わせ　商工観

光課商工担当（内線383）

北彩タウン情報北彩タウン情報
でか
けませんか となりまち

第２回ゆるキャラⓇさみっとin羽生
▶日時　11月26日（土）・27日（日）午前10時～午後３時
▶場所　羽生水郷公園（羽生市三田ヶ谷751―1）、キヤッ

セ羽生（羽生市三田ヶ谷1725）
▶内容 「まちおこし」に積極的に取り組んでいる東日本

のご当地キャラクター約170体の着ぐるみが一
堂に集まります。キャラクターと触れ合えるほ
か、ご当地グルメや物産なども楽しめます。

▶問い合わせ　ゆるキャラⓇさみっとin羽生実行委員会
事務局（羽生市商工観光課内）☎560―3111

まちなか商店街フェスティバル
▶期日　10月29日（土）
▶場所　加須市中心市街地商店街（東武伊勢崎線加須駅

周辺）
▶内容　巨大カブトムシ型ロボットの展示、ライブ＆パ

フォーマンスなど
▶問い合わせ　加須市商業観光課☎0480―62―1111

または加須市商工会☎0480―61―0842

羽  生  市

北川辺ふるさと秋まつり
▶期日　10月30日（日）
▶場所 【産業祭】北川辺総合支所東側駐車場（加須市麦倉

1481―1）【健康福祉まつり】北川辺保健センター、
国民健康保険北川辺診療所（加須市柳生66―１）、
北川辺介護サービスセンター（加須市柳生50―１）

▶内容 【産業祭】模擬店、農産物直売コーナーなど【健
康福祉まつり】模擬店、健康測定、健康相談など

▶問い合わせ　産業祭については同支所環境経済課☎
0280―61―1205、健康福祉まつりについては同保
健センター☎0280―62―3322

騎西銀杏祭２０１１
▶期日　11月６日（日）
▶場所　騎西総合公園（加須市外川335）
▶内容　青空びっくり市、熱気球体験、ふれあい動物園

　　　など
▶問い合わせ　騎西総合支所環境経済課☎0480―73―

1111

童謡のふる里おおとね市民まつり
▶期日　11月13日（日）
▶場所　大利根運動公園（加須市北下新井684―1）
▶内容　模擬店、親子遊びコーナー、農産物直売コーナ
　　　　ーなど
▶問い合わせ　大利根総合支所環境経済課☎0480―72

―1319

加  須 市
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おもしろものづくり教室

マンガンカーレース体験教室
▶日時　10月29日（土）・30日（日）午前９時
30分　

▶場所　ものつくり大学　
▶対象　市内の小学生　
▶参加費　無料　
▶その他　10月22日（土）・23日（日）に工作
　教室を開催　
▶問い合わせ　学校教育課学校教育改革
　担当☎556―8316

折り紙建築教室
▶日時　10月29日（土）・30日（日）午前９時
30分　

▶場所　ものつくり大学建設棟2階Ｂ2120　
▶対象　市内の小学校高学年以上　
▶参加費　無料　
▶問い合わせ　同大学☎564―3819

ものつくり大学10周年記念
市民特別公開講座

▶日時　10月30日（日）午後２時40分開演
▶場所　ものつくり大学体育館　
▶内容 【講演】「日本のものづくり」講師： 
張富士夫さん（トヨタ自動車株式会社代表
取締役会長）　

▶定員　200人（先着順）　
▶入場料　無料　
▶申し込み・問い合わせ　同大学☎564―3819

埼玉北部地域技術交流会
▶日時　11月９日（水）午前10時～午後４時30分
▶場所　ものつくり大学体育館　
▶内容 【展示】県北企業の技術や大学の研究成果
についての展示 【講演】「低エネルギー社会に
おけるものづくり～今後エネルギーは、そして産
業は～」講師：神本武征さん（ものつくり大学学
長）【学内ツアー】同大学内の見学　

▶問い合わせ　埼玉県産業技術総合センター北部研
究所生活関連担当または交流担当

　☎521―0614

人づくり・ものづくりフェア埼玉2011
▶日時　10月29日（土）・30日（日）午前10時～午後
４時

▶場所　ものつくり大学　
▶内容　職人技の披露、ものづくり体験教室、名工
会の作品展示即売、農産物や地元特産品の即売、
スタンプラリーなど

▶主催　人づくり・ものづくりフェア埼玉2011運
営委員会　

▶その他　同大学学園祭「碧蓮祭」と同時開催　
▶問い合わせ　県産業人材育成課
　☎048―830―4602

第11回ものつくり大学学園祭「碧蓮祭」
▶日時　10月29日（土）・30日（日）午前10時～午後
５時　

▶場所　ものつくり大学　
▶内容　特設ステージ子どもイベント、バンド演奏、
フォーミュラーカー・ロボコン出場作品展示、も
のづくり教室、模擬店など　

▶主催　第11回ものつくり大学碧蓮祭実行委員会
▶問い合わせ　同実行委員会
　☎080―4059―6408

ものつくり大学へ
Let’s   Go

▶日時　10月29日（土）・30日（日）午前９時
30分～午後３時　

▶場所　ものつくり大学　
▶内容　竹とんぼ、ガリガリとんぼを作って
遊ぶ　

▶対象　小学生以上の方 
▶参加費　無料　
▶問い合わせ　同大学☎564―3819

へきれん



18

保 健 案 内
保健センター
長野2-3-17
TEL：553-0053
FAX：555-2551

  休日急患診療

 ・診療科目……内科、小児科、外科
 ・診療時間……午前10時～午後5時
＊医療機関が変更されることがありますので、事前に問い
　合わせください。
 ・行田中央総合病院　  ☎553－2000
 ・壮幸会行田総合病院  ☎552－1111

◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき
 ・行田市消防署　☎550－2123
 ・埼玉県救急医療情報センター  ☎048－824－4199

◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相談窓
　口につながります。（携帯電話可）
・相談時間 【月～土曜日】午後7時～11時 
　　　　　 【日曜日、祝日】午前9時～午後11時

元気アップ教室
～免疫メキメキ☆大作戦～

　健康でいるためには、「ココロ」と「カラ
ダ」の免疫力をアップさせることが大切で
す。 健康について、皆さんで考え、楽しく
体感してみませんか。
　友達を誘って、気軽にご参加ください。

時　　間　午後１時30分～４時
対　　象　市内在住の方
定　　員　25人（先着順）
参 加 費　200円（材料費）※3日目に集金
　　　　　します。
持 ち 物　健康手帳、筆記用具　
そ の 他　1・2日目は運動ができる服装と

飲み物をお持ちください。また、
3日目はエプロン・三角巾・ス
リッパをご用意ください。

申し込み　11月４日(金)までに直接または
電話で保健センター

期　日 内　　容 講　師 場　所

11月9日
（水）

講話「お薬いらず医者いらず　ココロとカラ
ダの免疫力アップ大作戦」
・演習「免疫力アップ体操」
・健康度チェック
  身体計測、肥満度、血圧チェック

・行田中央　  
  総合病院
  医師
・理学療法士
・保健師

保健
センター

11月16日
（水）

健康の秘訣を知ろう：こころ編
・気分転換の方法を学ぼう
・休養のとり方
・演習「笑いと健康の話」
  「笑って免疫力アップ！リラックス笑いヨガ☆」

・保健師
・笑いヨガ  
  トレーナー

11月25日
（金）

健康の秘訣を知ろう：からだ編
・講話「食べて免疫力アップ！」
・調理実習「免疫力アップ！簡単おやつ☆」

栄養士 ＶＩＶＡ
ぎょうだ

子どもの健康
乳幼児健診
　名　　称　4カ月児健診、1歳6カ月児健診、2歳児歯

科健診、3歳児健診
　そ の 他　転入されたお子さんで、前住所地で受診して

いない方は保健センターへご連絡ください。

BCG予防接種
　①受付日時　10月26日（水）午後1時30分～2時20分
　　対　　象　平成23年7月1日～15日生まれのお子

　さん
　②受付日時　11月10日（木）午後1時30分～2時20分
　　対　　象　平成23年7月16日～31日生まれのお子

　さん
　①②とも対象児以外でまだ受けていないお子さん（6カ
　月未満）は、この機会に受けてください。

ポリオ予防接種　
　受付日時　10月27日（木）・31日（月）午後1時30分～

2時20分
　対　　象　平成23年1月・2月・3月生まれのお子さん
　　　　　　対象児以外でまだ受けていないお子さん

(７歳６カ月未満)は、この機会に受けてく
ださい。なお、ワクチンの準備などがあ
りますので、事前にご連絡ください。

乳幼児相談（要申し込み）
　受付日時　11月8日（火）午前9時30分～11時30分
　対　　象　小学校入学前のお子さん

離乳食教室（初期）（要申し込み）
　受付日時　11月8日（火）午前10時15分～10時30分
　対　　象　平成23年5月15日～6月14日生まれのお

子さんがいる方

※いずれも場所は保健センター

おとなの健康
こころの相談（要申し込み）
　日　　時　11月29日(火)
　　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします。
　場　　所　保健センター
　対　　象　いつも不安、夜眠れない、生活のリズムが

乱れている、自分の性格や人間関係に悩ん
でいる、飲酒量が多くやめられないなど、
こころに悩みのある方。

　そ の 他　随時、電話での相談もお受けします。

期　日 医療機関名 期　日 医療機関名

 10月16日（日） 壮幸会行田総合病院  11月  3日（木） 壮幸会行田総合病院

 10月23日（日） 壮幸会行田総合病院  11月  6日（日） 壮幸会行田総合病院

 10月30日（日） 行田中央総合病院  11月13日（日） 行田中央総合病院

※3日で1コースです。できるだけ3日間参加してください。
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は
総
合
福
祉
会
館
「
や
す
ら

ぎ
の
里
」
の
機
能
回
復
訓
練
室
と
プ
ー
ル
を
臨
時

休
業
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
不
便
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
そ
れ
以
外
の
部
屋
は
通
常
ど
お
り
利
用

で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
５

　

５
７―

５
４
０
０

▼
日
時　

11
月
１
日
～
平
成
24
年
１
月
17
日
の
毎

週
火
曜
日（
12
月
27
日
、
平
成
24
年
１
月
３
日
を

除
く
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時
（
全
10
回
）

▼
場
所　

総
合
福
祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
支
援
室　
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保 健 案 内
保健センター
長野2-3-17
TEL：553-0053
FAX：555-2551

高齢者のインフルエンザ予防接種
接種期間　10月20日（木）～12月25日（日）
対　　象　次のいずれかに該当し、接種を希望する方
　　　　　※インフルエンザの予防接種は義務ではあり

　ません　
　　　　　①接種日現在65歳以上の方
　　　　　②接種日現在60歳以上64歳以下の方のうち、
　　　　　　心臓、腎臓または呼吸器の機能に重度の障

害（身体障害者手帳１級程度）のある方、ま
たはヒト免疫不全ウイルスにより免疫機能
に障害がある方

接種方法　指定医療機関での個別接種（年度内１回）
費　　用　1,000円(生活保護受給者の方は免除になります)
持 ち 物　・予診票
　　　　　・保険証または生活保護受給者証 ※対象②に

該当する方は身体障害者手帳も必要。
申し込み　指定医療機関へ直接申し込みください。
注　　意　・予診票は各指定医療機関（市内）にあります。
　　　　　・市外の医療機関で接種希望の方は、事前に

　保健センターへ連絡してください。
　　　　　・指定医療機関や障害の程度など、不明な点
　　　　　　は保健センターに問い合わせてください。
※平成21年に発生した新型インフルエンザ（A/H1N1）について

は平成23年3月に季節性インフルエンザという扱いになり、新
型インフルエンザワクチン接種助成事業は終了となりました。

  市内実施医療機関
【行田市医師会加入医療機関】　　

赤井胃腸科
☎553ー2233

荒木医院　
☎559ー3102

池畑クリニック
☎556ー2295

石井クリニック
☎555ー3519

行田協立診療所
☎556ー4581

おくだいら内科クリニック
☎556ー7877

加藤内科医院
☎556ー3253

川島胃腸科
☎553ー0001

河本耳鼻咽喉科
☎555ー2626

木村外科胃腸科医院
☎556ー0653

行田岡田医院
☎557ー2311

行田外科医院
☎556ー6125

壮幸会行田総合病院
☎552ー1111

行田中央総合病院
☎553ー2000

栗原医院
☎556ー2272

こばやし小児科・内科
☎55４ー9011

小林内科医院
☎552ー0362

さかつめ内科医院
☎553ー5202

島田クリニック
☎556ー3980

高梨医院
☎553ー3039

田代医院
☎553ー2351

根本医院
☎555ー1261

野口産婦人科
☎556ー4292

ハピネス診療所
☎559ー008２

古田整形外科医院
☎553ー5221

松原医院
☎553ー6700

南川げんきクリニック
☎554ー8835

村越メディカルクリニック
☎556ー2549

やまかわ内科クリニック
☎564ー1488

吉田記念 山本クリニック
☎558ー3507

【その他の医療機関】
行田ふれあいクリニック
☎555ー1155

さきたまクリニック
☎564ー6620

▼
対
象　

初
め
て
手
話
を
習
う
方　

▼
定
員　

25
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費　

無
料　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月
11
日
㈫
か

ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
行
田
市
社
会
福
祉
協

議
会
☎
５
５
７―

５
４
０
０

▼
日
時　

11
月
19
日
㈯
午
前
９
時
30
分
～
午
後

１
時　

▼
場
所　

佐
間
公
民
館　

▼
対
象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方
、
幼
児

ま
た
は
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

　

※
祖
父
母
と
孫
の
組
み
合
わ
せ
で
も
可　

▼
定
員　

30
人　

▼
参
加
費　

大
人
３
０
０
円
、
小
人
１
０
０
円

（
保
険
料
含
む
）　

▼
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月
24
日
㈪
か

ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
行
田
市
社
会
福
祉
協

議
会
☎
５
５
７―

５
４
０
０

　

東
日
本
大
震
災
の
義
援
金
の
受
け
付
け
は
９

月
30
日
ま
で
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
24
年

３
月
31
日
㈯
ま
で
延
期
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎

５
５
７―

５
４
０
０
ま
た
は
福
祉
課
社
会
福

祉
担
当
（
内
線
２
６
７
）

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
「
が
ん
ば
ろ
う
日
本
！
」

行
田
市
ふ
れ
あ
い
福
祉
健
康
ま
つ
り

手
話
体
験
講
座

三
世
代
交
流
う
ど
ん
打
ち
会

東
日
本
大
震
災
の
義
援
金
受
付

期
間
を
延
長
し
ま
し
た
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相　　談 場　　所 日　　　　程 時　　　間 問い合わせ

法律（予約制） 産業文化会館2階会議室   10月25日㈫  ※次回11月22日㈫の予約は 
  11月1日㈫から　   午前9時〜午後3時

生活課

（内線252）

行政 産業文化会館2階会議室   11月7日㈪　　　　　   午後1時30分〜3時30分

結婚 VIVAぎょうだ   10月16日㈰、11月4日㈮　   午前9時30分〜11時30分
（受け付けは午前9時30分〜11時）

消費生活
多重債務 市役所

  10月17日㈪・18日㈫・20日㈭・21日㈮・
  24日㈪・25日㈫・27日㈭・28日㈮・31日  
  ㈪、11月1日㈫・4日㈮・7日㈪・8日㈫・
  10日㈭・11日㈮・14日㈪・15日㈫　

  午前9時30分〜午後3時30分

相続、遺言、離婚、
日常生活の困り事 市役所   11月9日㈬　※予約制   午後1時〜4時50分

（受け付けは午後1時〜4時）
埼玉県行政書士会埼北支部

☎554ー2702

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ   10月20日㈭・22日㈯ 、11月3日㈭・12日㈯

  ※各土曜日は市内在住の方対象に電話相談も受け付けます 
  午後1時〜4時
（電話相談は午後1時〜2時）

VIVAぎょうだ
☎556ー9301

内職 市役所   10月18日㈫・21日㈮・25日㈫・28日㈮、
  11月1日㈫・4日㈮・8日㈫・11日㈮・15日㈫   午前10時〜午後4時 商工観光課

（内線383）

人権 太井公民館   11月9日㈬　   午後1時30分〜3時30分 人権推進課（内線221）

税務 中央公民館
（「みらい」内）   10月18日㈫、11月15日㈫   午後1時30分〜3時30分 関東信越税理士会行田支部

☎554ー1411

水道料金の休日納付 水道庁舎（前谷）   11月6日㈰　　　　 　　   午前8時30分〜正午
水道課

☎553ー0131水道料金の夜間納付 水道庁舎（前谷）   10月18日㈫・25日㈫　
  11月1日㈫・8日㈫・15日㈫　   午後5時15分〜7時

談相種各 （10月15日〜11月15日）

　10月17日（月）から23日（日）は行政相談週間
です。
　市では、総務大臣から委嘱された行政相談委員
による特設行政相談所を開設し、国や県、市の仕
事などについて「分からない」「説明に納得でき
ない」などの苦情や要望を受け付けています。

▶日　　時　10月17日（月）午前10時〜午後3時
▶場　　所　市役所305会議室
▶内　　容　福祉、介護保険、道路、医療保険、

年金などの行政相談
▶費　　用　無料

　毎月行政相談を行っていますので、ぜひご
利用ください。

▶相談日時　毎月第１・３月曜日の午後１時
30分〜３時30分

▶場　　所　産業文化会館2階会議室
▶相 談 員　大沼榮藏さん、西山カツ枝さん、

黒田和男さん

▶問い合わせ　
　生活課市民生活担当
　（内線252）　

ご利用ください
特設行政相談

ご利用ください
特設行政相談

　安心・安全で快適なまちづくりの実現に向けて、埼玉県、県
内各市町村および（社）埼玉建築士会が協力して、「ルールを守っ
て明るく住マイル違反建築なくそう運動」を10月11日（火）か
ら20日（木）まで行います。
　この運動の一環として、「住宅・建築に関する無料相談会」
を実施します。

▶日　　時　10月13日（木）午後２時〜４時
▶場　　所　羽生市民プラザ２階大会議室（羽生市中央３―７―５）
▶内　　容　建築士による無料建築相談および無料簡易耐震診

断や「太陽光発電」「東日本大震災被災地の報告」
についての講演

▶参 加 費　無料
▶そ の 他　申し込み不要
▶問い合わせ　開発指導課建築指導担当☎550―1551

多重債務者相談強化キャンペーン 2011  無料相談会
▶日　　時　10月26日（水）午前10時〜午後４時　
▶場　　所　産業文化会館第２会議室　
▶内　　容　弁護士や司法書士による面接相談　
▶対　　象　多重債務でお困りの方　
▶定　　員　16人（先着順）　
▶主　　催　埼玉県、埼玉弁護士会、埼玉司法書士会、埼玉県

多重債務対策協議会　
▶申し込み　10月３日（月）〜14日（金）（土・日曜日、祝日を除

く）午前10時〜午後４時に予約専用電話☎048
―839―7534（予約期間のみ）

▶問い合わせ　生活課市民生活担当（内線252）
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▼
募
集
作
品　

秩
父
鉄
道
や
沿
線
風
景
な
ど

を
題
材
と
し
た
俳
句

▼
応
募
規
定　
　

①
規
定
の
用
紙
（
秩
父
鉄
道
の
各
駅
に
設

置
）
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

②
規
定
の
用
紙
１
枚
に
つ
き
３
句
ま
で
と

し
、
一
人
３
枚
ま
で
応
募
で
き
ま
す
。

③
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま

す
。

④
規
定
の
用
紙
に
は
、
必
要
事
項
を
漏
れ

な
く
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
締
め
切
り   

12
月
７
日
㈬
必
着

▼
応
募
方
法　

秩
父
鉄
道
各
駅
へ
持
参
す
る

か
、
秩
父
鉄
道
整
備
促
進
協
議
会
事
務
局

あ
て
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
（
〒
３
６
０

―

８
６
０
１ 

熊
谷
市
宮
町
２―

47―

１
）。

　

な
お
、
郵
送
料
は
応
募
者
の
負
担
と
し
ま

す
。

▼
入
賞
選
考
・
発
表
な
ど

①
特
選
３
句
、
入
選
10
句
、
佳
作
30
句
と

し
、
そ
れ
ぞ
れ
賞
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

②
入
賞
発
表
は
平
成
24
年
３
月
ご
ろ
、
本

人
へ
通
知
し
ま
す
。

▼
そ
の
他　

応
募
作
品
の
著
作
権
は
、
同
協

議
会
に
帰
属
し
ま
す
。
入
賞
句
は
、
秩
父

鉄
道
各
駅
に
掲
示
す
る
予
定
で
す
。      

▼
問
い
合
わ
せ　

同
協
議
会
事
務
局
☎

５
２
４―

１
１
１
１
（
内
線
２
１
５
）
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開館時間
午前9時30分～午後7時

市立図書館
佐間3ー24ー7
（「みらい」内）
TEL 556-4227  
FAX 555-3770

休館日
10月3日㈪・11日㈫・17日㈪・24日㈪・31日㈪、
11月1日㈫・7日㈪・14日㈪　
※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください　

▶対　　象　幼児・小学生　　
▶主　　催　おはなしポケット　　

※場所は、いずれも図書館おはなしのへや

▶日　　時　11月11日（金）午後2時
▶場　　所　図書館ミーティングルーム
▶内　　容　絵本や紙芝居など
▶主　　催　おしゃべりインコの会

▶日　　時　11月4日(金)午後２時
▶場　　所　映像ホール
▶題　　名　おくりびと（131分）
▶定　　員　80人（先着順）
▶入 場 料　無料

▶日　　時　11月19日(土)午後２時
▶場　　所　映像ホール
▶題　　名　ブレーメンの音楽隊（23分）
　　　　　　6人のごうけつ（23分）
▶定　　員　80人（先着順）
▶入 場 料　無料

　４カ月児健診に合わせ保健センターで絵本を配布します。
▶日　　時　11月1日（火）午後１時受付開始
▶持 ち 物　母子健康手帳

　10月27日（木）から11月９日（水）は秋の読書週間です。
図書館では多くの方からの要望に応えられるよう約26万冊
の本を取りそろえています。また、体に障害のある方への
サービスとして対面朗読(要予約)や録音図書、点字図書の貸
し出しも行っていますので、ぜひご利用ください。

▶日　　時　第１回　10月14日（金）　
　　　　　　第２回　10月21日（金）
　　　　　　第３回　10月28日（金）
　　　　　　3日間とも午後2時～3時30分
▶場　　所　中央公民館学習室(「みらい」内)
▶内　　容　絵本の読み聞かせについて、ステップアップ

するための勉強会を見学する
▶講　　師　又野亜希子さん（元保育士・幼稚園教諭）

※絵本「ちいさなおばけちゃんとくるまいす
　のななちゃん」作者

▶対　　象 「読み聞かせボランティア」に興味のある方
▶参 加 費　無料
▶そ の 他　連続参加はもちろん、好きな日だけでも参加

できます。

▶日　　時　10月19日（水）午前10時30分～11時
▶内　　容　絵本、パネルシアターなど
▶対　　象　2、3歳児と保護者
　
▶日　　時　10月22日（土）午前11時
▶内　　容　絵本や手遊びなど
▶対　　象　幼児　　
▶主　　催　おはなしタンバリン
　
▶日　　時　11月5日（土）午後2時
▶内　　容　絵本など
▶対　　象　幼児・小学生　　
▶主　　催　おはなしの会　

▶日　　時　11月12日（土）午後2時
▶内　　容　絵本など

子ども読書活動推進のための
読み聞かせボランティア養成講座の見学会

「秋の読書週間」特別映画会

読み語りの会

定例子ども映画会

新着図書秋の読書週間

金
子
兜
太
先
生
が
選
ぶ

秩
父
鉄
道
の
俳
句
を
募
集
し
ま
す

移動図書館巡回日程

11
月
10
日
（木）

泉
小

10
月
18
日
（火）

太
田
西
小

10
月
21
日
（金）

太
田
東
小

10
月
20
日
（木）

桜
ヶ
丘
小

10
月
26
日
（水）

荒
木
小

10
月
28
日
（金）

南
河
原
小

11
月
2
日
（水）

埼
玉
小

11
月
4
日
（金）

須
加
小

11
月
9
日
（水）

北
小

11
月
8
日
（火）

北
河
原
小

11
月
15
日
（火）

※変更となる場合があります

おはなし会 ブックスタート
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13万7,000人が
Ｂ級ご当地グルメに舌鼓

　Ｂ級ご当地グルメの関東地区ナンバーワンを決定する
祭典「関東Ｂ―１グランプリin行田」が、９月10日・
11日の２日間、市民プール脇広場および水城公園市民広
場で開催されました。
　ゼリーフライをはじめとする17グルメが出展したこの
大会には、真夏のような暑さにもかかわらず計13万
7,000人の方が来場。安くて、うまくて、地元の人に愛
されている自慢のグルメに舌鼓を打っていました。グル
メ販売所では、グルメを通して「わがまち」の魅力を知っ
てもらおうと、看板を設置したり、おそろいの衣装で料
理を提供したりするなど趣向を凝らしたＰＲをしていま
した。
　また、「東日本大震災復興支援大会」と位置づけたこの
大会は、被災地から３団体が参加。「石巻茶色い焼そばア
カデミー」前に設置されたテーブルには、被災地にエー
ルを送る横断幕が置かれ、グルメを購入した方は思い思
いの言葉を書き込み、一日も早い復興を願っていました。

　閉会式では、「関東Ｂ―１グランプリ」初代王者が
決定。見事、ゴールドグランプリに輝いたのは「甲府
鳥もつ煮でみなさまの縁をとりもつ隊（山梨県甲府
市）」の皆さん。関東ナンバーワンの栄光を手中に収め、
贈呈された「金の箸

はし

」を高々と挙げ、心から喜んでい
ました。
　中学・高校生を含め約1,600人のボランティアの
協力や「行田おもてなし物産フェア」の開催など、「お
もてなし」を合言葉にオール行田で臨んだ大会。来場
者のみならず大会に関係したすべての人が大会の成功
に満足していました。
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親子で防災意識を高めよう

笑顔でつながる森づくり

　８月28日、南河原小学校で南河原地区青少年育成会
防災訓練が行われました。
　この訓練は、親子で防災意識を高めようと同育成会が
初めて開催したもので、ＡＥＤの操作説明や応急手当て
の方法、水消火器での消火訓練、非常食のアルファ米を
使ったカレーライス作りなどが行われました。
　参加した親子は、講師の話に耳を傾け、真剣なまなざ
しで訓練を行うなど、いつ起こるか分からない災害に備
えて、防災意識を高めていました。

　９月４日、総合公園弓道場南側周辺で、行田市森づくり環
境再生実行委員会による「いのちを守る森づくり」第４回親
子植樹祭が行われました。
　この植樹活動は、森づくりを通して豊かな自然をはぐくみ、
緑と触れ合うことで未来の行田を担う子供たちを育成する
ために行うもの。約350人の参加者は、横浜国立大学名誉
教授の宮脇昭さんの指導を受け、シラカシやアラカシなど約
1,500本の広葉樹を植えました。
　また、今回は国際連合が定めた国際森林年を記
念して、全国12カ所の植樹祭をつなぐいのちの森
づくりリレー植樹も併せて行われました。仙台市
から引き継がれた「植樹ごて」に、参加した子供
たちは自分の名前を書き込み、そのこてを次の植
樹地である福島県川内村へとバトンタッチしまし
た。親子で植えた
小さな苗木は、笑
顔とともに未来の
森へとつながるこ
とでしょう。

　９月４日、消防本部訓練場で第39回行田市消防団
消防操法大会が開催されました。
　消防操法とは、消火活動の基本であり、「安心・確実・
迅速」な動作と機械器具操作を習得するために行われ
ている訓練です。この大会に参加した20の消防団は、
台風12号の影響による激しい雨や風にも臆

おく

すること
なく、はつらつと日ごろの訓練の成果を遺憾なく発揮
していました。

はつらつと
日ごろの訓練の成果を披露



広  場
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第
93
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
埼
玉
大
会
で

優
勝
し
、
夏
の
甲
子
園
に
出
場
し
た
花
咲
徳
栄
高
等

学
校
。
今
月
は
、
同
校
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
選
手
と
し
て

活
躍
し
た
田
中
悠
生
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

小
学
１
年
生
か
ら
野
球
を
始
め
、
中
学
時
代
は
行

田
シ
ニ
ア
で
活
躍
し
た
田
中
さ
ん
。「
高
校
で
も
野
球

を
続
け
、甲
子
園
で
活
躍
し
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
高
校
を
見
学
す
る
中
で
、
花
咲
徳
栄
高

校
野
球
部
の
岩
井
監
督
か
ら
掛
け
ら
れ
た
「
体
が
小

さ
く
て
も
君
を
使
い
た
い
」
と
い
う
ひ
と
言
で
、
身

長
１
６
４
セ
ン
チ
と
小
柄
な
田
中
さ
ん
は
同
校
に
進

学
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

甲
子
園
出
場
の
夢
を
胸
に
抱
き
、
意
気
揚
々
と
野

球
部
に
入
部
し
ま
し
た
が
、
さ
っ
そ
く
困
難
が
。「
慣

れ
な
い
寮
生
活
に
、
想
像
以
上
に
厳
し
い
練
習
。
練

習
に
つ
い
て
い
く
の
が
や
っ
と
で
し
た
」
そ
れ
で
も
50

メ
ー
ト
ル
を
５
秒
８
で
駆
け
抜
け
る
驚
異
的
な
足
の
速

さ
と
守
備
範
囲
の
広
さ
を
武
器
に
、
１
年
生
な
が
ら
外

野
手
と
し
て
、
ベ
ン
チ
入
り
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
メ
ン
バ
ー
入
り
し
て
す
ぐ
に
利
き
腕
で

あ
る
右
ひ
じ
靭じ

ん

帯た
い

を
部
分
断
裂
し
、
１
年
間
ボ
ー
ル
を

投
げ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
つ
ら
い
状
況
に
陥
っ
て
も
「
今
の
自
分
に
で
き
る

こ
と
を
や
ろ
う
」
と
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
夜
遅
く
ま

で
の
打
撃
練
習
に
励
み
、
け
が
を
克
服
後
す
ぐ
に
、
２

年
生
の
春
か
ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
抜
て
き
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
年
の
夏
の
県
大
会
で
チ
ー
ム
は
決
勝
ま
で
進
出

し
、
田
中
さ
ん
に
早
速
甲
子
園
へ
出
場
す
る
チ
ャ
ン
ス

が
訪
れ
ま
す
。
し
か
し
、
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け
を
喫
し
、
あ

と
一
歩
の
と
こ
ろ
で
甲
子
園
の
土
を
踏
む
こ
と
が
で
き

ず
、
悔
し
い
思
い
を
し
た
の
で
し
た
。

　

３
年
生
が
引
退
し
、
自
分
た
ち
が
チ
ー
ム
の
中
心

と
な
っ
て
挑
ん
だ
秋
の
県
大
会
。
春
の
セ
ン
バ
ツ
出

場
に
つ
な
が
る
大
事
な
大
会
で
し
た
が
、
初
戦
で
敗

退
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
甲
子
園
に
行
く
チ
ャ
ン
ス

は
あ
と
１
回
し
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
落
ち
込

み
ま
し
た
が
、
何
度
も
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
る
こ
と

で
、
チ
ー
ム
内
に
漂
う
悲
愴
感
を
払ふ

っ
し
ょ
く拭
。
生
ま
れ
変

わ
っ
た
チ
ー
ム
は
春
の
県
大
会
を
制
覇
し
、
高
校
最

後
の
夏
の
大
会
で
も
気
負
う
こ
と
な
く
「
絶
対
に
甲

子
園
に
行
く
ん
だ
」
と
い
う
強
い
気
持
ち
で
臨
ん
だ

結
果
、
接
戦
を
制
し
、
見
事
埼
玉
の
頂
点
に
立
っ
た

の
で
す
。

　

甲
子
園
で
は
初
戦
敗
退
と
い
う
結
果
に
終
わ
り
ま

し
た
が
、
田
中
さ
ん
は
三
塁
打
を
含
む
３
安
打
を
放

ち
、
あ
こ
が
れ
の
舞
台
で
の
び
の
び
と
プ
レ
ー
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
高
校
野
球
を
引
退
し
た
田
中
さ

ん
で
す
が
、「
将
来
は
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
っ
て
、
家

族
や
監
督
、
コ
ー
チ
に
恩
返
し
を
し
た
い
」
と
、
現

在
も
練
習
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
胸
に
抱
い
た
大

き
な
夢
に
向
っ
て
努
力
す
る
姿
に
、
き
っ
と
野
球
の
神

様
は
に
っ
こ
り
ほ
ほ
笑
ん
で
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

	

持
田	

岡
本
千
寿
子

蚊
を
打
ち
て
Ｂ
型
の
血
を
惜
し
み
け
り

	

荒
木	

増
田　

時
枝

若
き
日
を
生
き
生
き
話
す
生い
き
み
た
ま

身
魂

	

須
加	

須
加　

照
代

残
暑
な
お
一
息
つ
け
る
利
根
の
風

	

南
河
原	

今
村　

文
女

木も
く
せ
い犀
の
香
り
ほ
の
か
な
散
歩
道

	

城
南	

関
口　
　

操

コ
ス
モ
ス
の
ゆ
づ
り
合
ひ
つ
つ
た
は
む
れ
る

	

天
満	

青
柳　

欣
吾

法
師
蝉
合
唱
を
背
に
作
を
切
る

	

谷
郷	

冨
山　

由
喜

蜩ひ
ぐ
ら
しに
急
か
さ
れ
て
い
る
家
路
か
な

	

矢
場	

鈴
木
か
づ
の

す
ず
や
か
な
虫
鳴
き
初
め
て
思
ふ
こ
と

	

向
町	

渡
月　
　

峯

み
こ
し
渡と
ぎ
ょ御

拭
い
て
や
り
た
い
胸
の
汗

	

荒
木	

藤
田　

栄
之

間
を
と
り
て
恋
し
恋
し
と
綴
る
虫

俳 

句

行田人行田人

いききき
いきき
いき
いき

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
俳
句
は
毎
月
５
日
ま
で
に
は
が
き
・
封
書	

　

で
広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

	

城
西	

西
田
吉
之
助

雨
止
ん
で
こ
の
世
の
限
り
鳴
く
蝉
ぞ

	

城
南	

橋
本
千
枝
子

コ
ー
ラ
ス
に
ふ
け
る
授
業
や
晩
夏
光

	

城
西	

八
木
橋
近
蔵

石
仏
に
見
守
ら
れ
お
り
萩
の
花

	

荒
木	

蛭
間
し
げ
子

真
夏
日
の
一
の
倉
沢
残
雪
見
ゆ

	

下
忍	

阿
部　

義
之

被
災
地
の
ふ
る
さ
と
恋
し
や
虫
の
聲

（
木
島　

斗
川　

監
修
）

『からす瓜』（絵手紙）
二井　志津（矢場）

私
の
作
品

私
の
作
品

俊
足
巧
打
の
２
番
打
者
と
し
て

�

甲
子
園
で
活
躍

田
中　

悠ゆ
う

生き 

さ
ん
（
18
歳･

佐
間
）



田
中　

志し
え
い英

ち
ゃ
ん（
棚
田
町
）

父
・
創
土
さ
ん　

母
・
久
美
子
さ
ん

平
成
22
年
10
月
７
日
生
ま
れ

「
強
く
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ね
」

針
谷　

音お
と
は羽

ち
ゃ
ん（
城
西
）

父
・
伸
之
さ
ん　

母
・
江
梨
子
さ
ん

平
成
22
年
10
月
28
日
生
ま
れ

「
音
ち
ゃ
ん
は
み
ん
な
の
宝
物
♡
」
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し
ゃ
も
じ
の

よ
う
な
形
を
し

た
健
康
補
助
具

（
パ
ド
ル
）
を

使
い
、
音
楽
に

合
わ
せ
て
体
を

ほ
ぐ
し
、
ス
ト

レ
ッ
チ
や
ダ
ン

ス
、
足
つ
ぼ
の

刺
激
や
ゲ
ー
ム

な
ど
、
幅
広
い

体
操
を
行
う
パ
ド
ル
体
操
。
今
月
は
、
そ
ん
な

ユ
ニ
ー
ク
な
運
動
に
、
楽
し
み
な
が
ら
熱
心
に

取
り
組
ん
で
い
る
「
ス
マ
イ
ル　

パ
ド
ル
体
操

ク
ラ
ブ
」
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
、
平
成
20
年
に
埼
玉
公
民
館
で

行
わ
れ
た
パ
ド
ル
体
操
の
講
座
を
受
講
し
、
そ

の
楽
し
さ
を
実
感
し
た
方
が
集
ま
り
、
平
成
21

年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
毎
月
第
１
・
３
金
曜

日
の
午
前
10
時
か
ら
活
動
し
て
い
る
17
人
の
メ

ン
バ
ー
は
、「
ク
ラ
ブ
を
休
む
の
が
も
っ
た
い

な
い
」
と
思
う
ほ
ど
、
パ
ド
ル
体
操
に
魅
力
を

感
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
パ
ド
ル
体
操
で
い
つ
ま
で
も
健
康
で
笑
い

の
あ
る
人
生
を
」
が
モ
ッ
ト
ー
の
同
ク
ラ
ブ
の

皆
さ
ん
。
講
師
を
務
め
る
福
島
百
合
子
さ
ん
の

指
導
の
下
、
パ
ド
ル
を
第
３
の
手
と
し
て
利
用

し
な
が
ら
、
音
楽
の
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
和
気
あ

い
あ
い
と
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
円
に
な
っ

て
行
う
準
備
体
操
で
は
、
和
や
か
に
お
し
ゃ
べ

り
を
し
な
が
ら
隣
の
人
と
肩
や
腰
な
ど
を
パ
ド

ル
で
ト
ン
ト
ン
と
た
た
き
合
う
こ
と
で
体
を
温

め
、
心
身
と
も
に
緊
張
を
ほ
ぐ
し
ま
す
。

　

11
月
に
行
わ
れ
る
さ
き
た
ま
芸
能
文
化
祭
に

向
け
て
の
ダ
ン
ス
の
練
習
に
な
る
と
空
気
は
一

変
。「
私
た
ち
の
輝
く
ス
マ
イ
ル
で
、
観
客
の

皆
さ
ん
を
笑
顔
に
し
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、

皆
さ
ん
は
福
島
講
師
の
動
き
を
覚
え
よ
う
と
真

剣
な
表
情
で
パ
ド
ル
を
握
り
、
一
つ
ひ
と
つ
の

振
り
付
け
を
お
互
い
確
認
し
な
が
ら
、
伸
び
や

か
に
踊
る
こ
と
を
意
識
し
て
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。
た
と
え
間
違
え
て
も
、
皆
で
笑
い
合
う

だ
け
で
済
む
た
め
、
心
か
ら
楽
し
ん
で
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。

　

日
常
生
活
の
中
で
知
っ
て
い
る
曲
が
流
れ
る

と
、
何
で
も
パ
ド
ル
代
わ
り
に
し
て
踊
り
だ
し

て
し
ま
う
ほ
ど
パ
ド
ル
体
操
が
大
好
き
な
皆
さ

ん
。「
私
た
ち
の
自
慢
の
踊
り
で
、
行
田
の
地

か
ら
日
本
全
体
へ
と
、
パ
ド
ル
の
輪
を
広
げ
て

い
き
た
い
」
と
胸
を
張
っ
て
語
る
姿
か
ら
は
、

い
か
に
こ
の
ク
ラ
ブ
を
大
切
に
し
て
い
る
か
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

▼�

問
い
合
わ
せ　

山
村
☎
５
５
９―

１
６
９
２

山
本　

千ち

あ愛
ち
ゃ
ん（
長
野
）

父
・
直
樹
さ
ん　

母
・
光
子
さ
ん

平
成
22
年
10
月
６
日
生
ま
れ

「
元
気
と
笑
顔
溢
れ
る
千
愛
ガ
ー
ル
♡
」

佐
々
木 

陸り

く琥
ち
ゃ
ん（
佐
間
）

父
・
宏
和
さ
ん　

母
・
裕
美
さ
ん

平
成
22
年
10
月
５
日
生
ま
れ

「
優
し
く
た
く
ま
し
い
子
に
♡
」

山
中　

澪み
お
な那

ち
ゃ
ん（
真
名
板
）

父
・
朋
之
さ
ん　

母
・
純
子
さ
ん

平
成
22
年
10
月
４
日
生
ま
れ

「
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
る
素
敵
な
子
に
♡
」

スマイル  パドル体操クラブ
～パドルで広がる笑顔の輪～

さわやか
サークル
さわやか
サークル

○10月31日(月)までに電話またはＥ
メールで広報広聴課広報
広聴担当(内線318) ※応
募要領は市ホームページ
をご覧ください。

○応募者多数の場合は、11月4日(金)
午前11時から市役所203会議室で公開
抽選を行います。

平成22年12月生まれの
お子さんを募集します
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広告

▼
日
時　

11
月
５
日
㈯
午
前
９
時
45

分
～
午
後
４
時
※
雨
天
決
行 

▼
集

合
場
所　

忍
・
行
田
公
民
館
ホ
ー
ル 

▼
内
容　

東
日
本
大
震
災
を
踏
ま

え
、
市
内
の
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ

て
い
る
公
民
館
を
中
心
に
バ
リ
ア
フ

リ
ー
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
関
係
機

関
に
提
案
お
よ
び
要
望
す
る　

▼
主

催　

第
８
回
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
実
行
委
員
会　

▼
後
援　

行

田
市
、
行
田
市
教
育
委
員
会
、
行
田

市
社
会
福
祉
協
議
会　

▼
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
同

実
行
委
員
会
事
務
局
（
行
田
の
ぞ
み

園
内
）
☎
５
５
３―

３
１
０
２
【
Ｆ

Ａ
Ｘ
】５
５
３―

３
１
７
８【
Ｅ
メ
ー

ル

】gyodanozom
i@

carrot.
ocn.ne.jp

▼
日
時　

10
月
22
日
㈯
午
前
９
時
30

分
～
午
後
３
時
30
分　

▼
場
所　

パ

ス
ト
ラ
ル
か
ぞ
（
加
須
市
上
三
俣

２
２
５
５
） 

▼
内
容　

作
文
・
舞
台

発
表
、バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
、

モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
の
設
置
、
人
権
標

語
・
人
権
パ
ネ
ル
の
展
示
、
各
市
物

産
品
・
農
産
物
の
即
売
な
ど　

▼
入

場
無
料　

▼
主
催　

北
埼
玉
地
区
人

権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会 

▼
そ
の
他　

手
話
通
訳
あ
り　

▼
問

い
合
わ
せ　

人
権
推
進
課
（
内
線

２
２
１
）

▼
日
時　

10
月
16
日
㈰
午
後
１
時
開

演　

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館
ホ
ー

ル　

▼
曲
目　
「
翼
を
く
だ
さ
い
」、

「
南
国
土
佐
を
後
に
し
て
」、「
夜
の

タ
ン
ゴ
」、「
行
田
の
女
」
ほ
か　

▼

入
場
無
料　

▼
主
催　

行
田
市
大
正

琴
連
盟　

▼
後
援　

行
田
市
、
行
田

市
教
育
委
員
会
、
㈶
行
田
市
産
業
・

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
い
き
い
き
財
団 

▼
問
い
合
わ
せ　

同
連
盟
大
澤
宅
☎

５
５
６―

５
０
８
５

▼
日
時　

10
月
30
日
㈰
午
後
２
時
開

演　

▼
場
所　
「
み
ら
い
」文
化
ホ
ー

ル　

▼
内
容　
【
第
１
部
】
か
が
や

け
仲
間
た
ち
（
ぶ
ち
合
わ
せ
太
鼓
ほ

か
） 【
第
２
部
】
荒
馬
座
公
演
（
荒

馬
踊
り
ほ
か
）
▼
入
場
料　

高
校
生

以
上
２
千
円
、
障
害
者
・
高
齢
者

（
65
歳
以
上
）・
子
ど
も
（
４
歳
～
中

学
生
）
１
千
５
０
０
円　

▼
主
催 

埼
玉
県
北
部
障
が
い
者
青
年
学
級

「
青
い
空
」、
か
が
や
き
共
同
作
業
所 

▼
協
賛　

き
ょ
う
さ
れ
ん
埼
玉
支
部 

▼
後
援　

行
田
市
、
行
田
市
教
育
委

員
会　

▼
そ
の
他　

諸
経
費
を
除
い

た
収
益
は
、
す
べ
て
復
興
支
援
義
援

金
と
し
て
寄
付
し
ま
す
。 

▼
問
い

合
わ
せ　

田
島
父
さ
ん
と
仲
間
た
ち

実
行
委
員
会
田
島
☎
５
５
４―

９
５
３
２

▼
日
時　

11
月
26
日
㈯
午
後
２
時
開

演　

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館
ホ
ー

ル　

▼
曲
目　
「
つ
ぶ
て
ソ
ン
グ
」、

「
生
き
る
」、「
蔵
王
」、「
ふ
る
さ
と
」

な
ど　

▼
出
演　

浜
田
邦
夫
（
指

揮
）、
大
澤
恵
子
（
ピ
ア
ノ
） 

▼
入

場
無
料　

▼
主
催　

な
が
の
フ
ラ

ウ
ェ
ン
コ
ー
ル
、
女
声
合
唱
団
き
ら

め
き
、
コ
ー
ロ
・
ピ
ア
チ
ェ
ー
レ 

▼
後
援　

行
田
市
教
育
委
員
会
ほ
か 

▼
問
い
合
わ
せ　

吉
原
宅
☎
５
５
３

―
２
２
７
８

▼
日
時　

10
月
29
日
㈯
午
後
２
時
開

演　

▼
場
所　

商
工
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル　

▼
内
容　
【
第
１
部
】
ア
ニ
メ

鑑
賞
「
け
ん
た
く
ん
の
大
冒
険
」【
第

２
部
】
ピ
ン
キ
ッ
シ
ュ
歌
謡
シ
ョ
ー

【
第
３
部
】
税
金
ク
イ
ズ　

▼
対
象 

小
学
生
と
そ
の
家
族　

▼
定
員 

２
０
０
人
（
先
着
順
） 

▼
入
場
無
料 

▼
申
し
込
み　

所
定
の
申
し
込
み
用

紙
（
社
団
法
人
行
田
法
人
会
事
務
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

6
.

ocn.ne.jp/~g
yohojin/

よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
10
月
20
日
㈭
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
同
事
務
局
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】

５
５
４―

６
９
６
９　

▼
問
い
合

わ
せ　

同
事
務
局
☎
５
５
４―

４
５
３
５

▼
日
時　

10
月
29
日
㈯
午
前
９
時
30

分
～
午
後
２
時
30
分　

▼
場
所　

県

立
行
田
特
別
支
援
学
校　

▼
内
容 

学
習
発
表
、
作
品
展
示
、
模
擬
店
、

地
域
の
方
と
の
ふ
れ
あ
い
交
流
な
ど 

▼
問
い
合
わ
せ　

同
校
☎
５
５
４―

３
３
０
２

▼
日
時　

11
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰
午

前
９
時
30
分
～
午
後
３
時　

▼
場

所　

中
央
公
民
館
創
作
室
（「
み
ら

い
」
内
） 

▼
定
員　

15
人
（
先
着
順
） 

▼
参
加
費　

１
千
５
０
０
円
（
材
料

費
な
ど
） 

▼
そ
の
他　

初
め
て
の
方

に
も
分
か
り
や
す
く
指
導
し
ま
す
。 

▼
申
し
込
み　

同
館
☎
５
５
６―

２
６
４
９　

▼
問
い
合
わ
せ　

行
田

市
美
術
家
協
会
木
暮
照
子
宅
☎

５
５
６―
６
６
５
７

バ
リ
ア
フ
リ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

 

第
23
回
大
正
琴
演
奏
会

つ
な
が
ろ
う　

な
か
ま
た
ち

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
公
演

勝
手
に
埼
玉
応
援
隊

 
ピ
ン
キ
ッ
シ
ュ
歌
謡
シ
ョ
ー

―

ゼ
イ
と
童
謡
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン―

 

～
み
ん
な
笑
顔
で
～

第
９
回
北
埼
玉
地
区

 

人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

 

邦
友
会
第
４
回
コ
ン
サ
ー
ト

 

「
鎮
魂
と
復
興
へ
の

 

思
い
を
こ
め
て
」

＊広告掲載の問い合わせは、三共印刷株式会社へ　☎５５６ー６２０１

 

県
立
行
田
特
別
支
援
学
校

 

文
化
祭
ス
マ
イ
ル
ま
つ
り

 

彫
刻
作
品
制
作
会

イ
ベ
ン
ト



な
る
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
健
康
ト
ー
ク
」、

無
料
健
康
体
験
コ
ー
ナ
ー（
骨
密
度
・

肺
年
齢
測
定
な
ど
）、
バ
ザ
ー
コ
ー

ナ
ー
、
屋
台
（
焼
き
そ
ば
な
ど
の
食

べ
物
や
遊
び
コ
ー
ナ
ー
） 

▼
後
援 

行
田
市　

▼
問
い
合
わ
せ 

同
病
院

☎
５
５
３―

２
０
０
０

▼
日
時　

11
月
９
日
㈬
・
11
日
㈮
・

16
日
㈬
・
18
日
㈮
の
４
日
間
午
前
10

時
～
午
後
４
時　

▼
場
所　

埼
玉
県

大
宮
合
同
庁
舎
３
階
技
能
教
室
（
さ

い
た
ま
市
大
宮
区
吉
敷
町
１―

１
２
４
） 

▼
内
容　

①
エ
ク
セ
ル
初

級
か
ら
日
本
商
工
会
議
所
の
資
格
を

目
指
す　

②
就
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催　

▼
対
象　

ひ
と
り
親
家
庭
の

母
ま
た
は
寡か

婦ふ　

▼
定
員　

20
人

（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
） 

▼

参
加
無
料　

▼
申
し
込
み　

往
復
は

が
き
に
講
座
名
「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」

（
第
３
回
平
日
コ
ー
ス
）、郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

明
記
の
う
え
、10
月
20
日
㈭
（
必
着
）

ま
で
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。【
郵

送
】
〒
３
３
０―

０
８
４
３ 

さ
い

た
ま
市
大
宮
区
吉
敷
町
１―

１
２
４ 

㈶
埼
玉
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会 

▼
問
い
合
わ
せ　

同
連
合
会
担
当
田

中
☎
０
４
８―

６
４
５―

７
８
８
６

▼
日
時　

10
月
22
日
㈯
午
後
１
時
30

分
開
演　

▼
場
所　

太
田
公
民
館

ホ
ー
ル　

▼
内
容　

親
し
み
の
あ

る
音
楽
と
お
話
の
世
界　

▼
出
演 

長
森
理
恵
さ
ん
（
歌
）、
長
谷
川
千

晶
さ
ん
（
フ
ル
ー
ト
）、
天
野
喜
代
美

さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）、
高
木
え
り
子
さ
ん

（
お
話
） 

▼
入
場
無
料　

▼
問
い
合

わ
せ　

同
館
☎
５
５
９―

４
２
９
９

▼
日
時　

10
月
23
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
２
時　

▼
場
所　

行
田
中
央
総

合
病
院
駐
車
場　

▼
内
容　

た
め
に

▼
日
時　

11
月
19
日
㈯
午
後
２
時
30

分　

▼
場
所　

忠
次
郎
蔵　

▼
内
容 

一
人
で
そ
ば
が
打
て
る
よ
う
に
な

り
、
卒
業
生
は
蔵
内
に
名
前
が
掲
示

さ
れ
ま
す
。 

▼
定
員　

18
人
（
先

着
順
） 

▼
参
加
費　

１
千
円　

▼
持

ち
物　

三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン　

▼
主

催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
忠
次
郎
蔵　

▼
そ

の
他　

希
望
者
に
は
引
き
続
き
中

級
、
上
級
も
用
意
し
て
い
ま
す
。 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

同
法

人
☎
５
５
６―

９
９
８
８
（
火
～
日

曜
日
の
午
前
10
時
～
午
後
３
時
）
ま

た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

忠

次
郎
蔵.biz

）
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ひ
と
り
親
家
庭
の
母
等
の

 

パ
ソ
コ
ン
教
室

忠
次
郎
蔵

 「
そ
ば
打
ち
教
室
15
期
生
初
級
」

 

太
田
公
民
館 

 

秋
の
コ
ン
サ
ー
ト

 

行
田
市
民
健
康
ま
つ
り

 

２
０
１
１

教
室
・
講
習
会

２０１１年度
行田協立診療所地区・支部健康まつり

支　部 日　　時 場　所

行 田 東 10月22日(土)
午前９時30分～午後１時 長 野 公 民 館

見 沼 10月22日(土)
午前10時30分～午後２時 荒 木 公 民 館

星 河 10月22日(土)
午後１時30分～３時30分 小橋団地集会所

吹 上 10月29日(土)
午前９時30分～午後0時30分 吹上団地集会所

行田中央 10月30日(日)
午前９時30分～午後０時30分 行田協立診療所

▶内　　容　 血圧、体脂肪、骨密度測定、尿検査などの健康
チェックや職員による出前講座など

▶入 場 料　無料
▶問い合わせ　同診療所担当稲村☎５５６－４５８１

▶募集作品
部　門 内　　　容

伝説の部 行田に古くから人々に言い伝えられてきた話

史話の部 行田に伝えられた歴史上の事実および逸話などの話

創作の部 行田に存在した（する）古寺、優れた景色、湖沼あるい
は古文書、口碑の中からヒントを得て創作した話

▶募集資格  ４月１日現在、15歳以上で市内在住・在勤・
在学の方

▶注意事項 ・ 作品の部門、題名を明記のうえ、手書きの場合は
Ｂ４判400字詰め原稿用紙に縦書き・楷

かい

書
しょ

で、
パソコンを使用する場合は、Ａ４判の用紙（20字
×20行程度）に横書きで４～10枚以内で提出

 ・１人で複数の作品に応募可
 ・ 著作権は忍の行田の「昔ばなし」語り部の会に

帰属
 ・作品の返却不可
▶応募方法  住所、氏名（本名）、年齢、勤務先、電話番号を明記

のうえ、10月１日（土）～平成24年１月６日
(金)(当日消印有効）に郵送またはＥメールで提出

  【郵送】〒361―0076 行田市天満４―８ 忍の
行田の「昔ばなし」語り部の会　永島健雄方

 【Ｅメール】takeo@tvg.ne.jp
▶選考方法 同会選考委員による
▶発　　表  平成24年３月上旬に通知し、後日入賞作品は忍

の行田の「昔ばなし」集を発行し、掲載する。
▶後　　援 行田市教育委員会
▶問い合わせ　永島☎090―7727―8787

募集忍の行田の昔ばなし
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広告

《住民基本台帳人口》
人口85,451人　　男42,559人　　女42,892人　　世帯数32,778世帯
8月中の異動　出生56人　転入等155人　死亡70人　転出等191人

行田市の人口と世帯
（平成23年9月１日現在）

▼
日
時　

10
月
21
日
㈮
・
28
日
㈮
午

後
１
時
30
分
～
３
時　

▼
場
所　

中

央
公
民
館
音
楽
室
（「
み
ら
い
」
内
） 

▼
内
容　

ス
ト
レ
ッ
チ
を
中
心
に
楽

し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
を
す
る 

▼
対
象　

成
人
女
性　

▼
参
加
無
料 

▼
持
ち
物　

動
き
や
す
い
服
装　

▼

そ
の
他　

申
し
込
み
不
要　

▼
問
い

合
わ
せ　

清
水
☎
０
８
０―

６
６
１
５―

１
０
７
８

▼
日
時　

11
月
13
日
㈰
午
前
８
時
15

分
開
会
※
雨
天
の
場
合
は
20
日
㈰ 

▼
場
所　

富
士
見
公
園
庭
球
場
ほ
か 

▼
種
目　

一
般
男
子
、
一
般
女
子 

▼
試
合
方
法　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式 

▼
参
加
費　

１
ペ
ア
一
般
１
千
円
、

高
校
生
・
中
学
生
６
０
０
円
※
大
会

当
日
、
受
け
付
け
で
支
払
い　

▼
申

し
込
み　

10
月
24
日
㈪
ま
で
に
行
田

市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.g
eocities.

jp/gyoudasofttennis/

）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
同
連
盟
岩
崎

（
〒
３
６
５―

０
０
０
５　

鴻
巣
市

広
田
３
５
９
８―

Ｂ―

２
０
１
）
ま

で　

▼
問
い
合
わ
せ　

間
庭
☎

０
９
０―

１
１
０
５―

２
５
７
１

▼
日
時　

11
月
27
日
㈰
午
前
９
時 

▼
場
所　

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ　

▼

種
目　

団
体
戦
【
男
子
】
１
部
・
２

部
（
４
単
１
複
方
式
）
１
チ
ー
ム
４

人　
【
女
子
】
１
部
・
２
部
（
２
単

１
複
方
式
）
１
チ
ー
ム
３
人
※
学
生

は
男
女
各
３
チ
ー
ム
ま
で　

▼
対
象 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方　

▼

参
加
費　

１
チ
ー
ム
２
千
円
、
学
生

１
千
５
０
０
円
※
連
盟
未
登
録
チ
ー

ム
２
千
５
０
０
円
※
当
日
不
参
加
の

場
合
、
参
加
費
の
返
金
不
可　

▼
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

種
目
、チ
ー

ム
名
、
メ
ン
バ
ー
名
を
記
入
の
う
え

11
月
９
日
㈬
午
後
７
時
ま
で
に
郵
送

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
行
田
市
卓
球
連
盟

事
務
局
田
島
直
也
宅
（
〒
３
６
１―

０
０
２
４ 

行
田
市
小
針
２
５
８
５
）

☎
５
５
９―

３
７
８
９　
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】

５
５
９―

０
７
１
４

 

３
Ｂ
体
操
体
験
講
習
会

 

第
48
回　

会
長
杯
争
奪

 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

 

行
田
市
民
卓
球
大
会

 

秋
季
団
体
戦

い
ま
す
。

▼
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間　

11
月
30

日
㈬
ま
で　

▼
時
間　

午
後
２
時

～
４
時
※
毎
月
第
２
・
４
月
曜
日

は
休
館(

祝
日
の
場
合
は
翌
日
休

館) 

▼
対
象　

高
校
生
以
上
の
方

▼
日
時　

11
月
12
日
㈯
午
後
２
時

開
演　

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館

ホ
ー
ル　

▼
内
容　

第
12
回
全
日

本
ソ
リ
ス
ト
コ
ン
テ
ス
ト
グ
ラ
ン

プ
リ
受
賞
な
ど
、
数
々
の
賞
を
受

賞
し
た
チ
ェ
ロ
奏
者
の
海
野
幹
雄

さ
ん
が
す
て
き
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
を
贈
る　

▼
出
演　

海
野
幹
雄

（
チ
ェ
ロ
）、海
野
春
絵
（
ピ
ア
ノ
） 

▼
入
場
料　

全
席
指
定
【
一
般
】

１
千
円
【
中
学
生
以
下
】
５
０
０

円　

▼
共
催　

㈶
地
域
創
造　

▼

制
作
協
力　

㈳
日
本
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
事
業
協
会　

▼
前
売
り
開

始
・
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い　

10
月

９
日
㈰
午
前
９
時
か
ら
同
館
ほ
か

各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
に
て
発
売
（
電

話
受
け
付
け
は
翌
日
午
前
10
時
か

ら
）

▼
日
時　

10
月
26
日
㈬
～
11
月
21

日
㈪
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

（
火
曜
日
休
館
） 

▼
場
所　

産
業

文
化
会
館
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

▼
内
容　

行
田
市
美
術
家
協
会
写

真
部
会
会
員
の
作
品
展
示　

▼
入

場
無
料

　

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
内
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
室
で
は
、
柔
軟
性
の
向
上

や
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
の
あ
る
ス
ト

レ
ッ
チ
ン
グ
と
振
動
に
よ
り
筋
肉

に
刺
激
を
与
え
る
振
動
型
ダ
イ

エ
ッ
ト
マ
シ
ン
を
、
無
料
体
験
で

き
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て

申し込み・問い合わせ

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

（財）

 

第
11
回
写
真
展

ス
ポ
ー
ツ

振
動
型
マ
シ
ン
＆
ス
ト
レ
ッ
チ

 

無
料
体
験
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ベ
ル
・
プ
ラ
ス
音
楽
交
流
事
業 

海
野
幹
雄　

チ
ェ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル 

～
素
敵
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
お
く
り
も
の
～
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広告

市県民税・・・・・・・・・３期	 国民健康保険税・・・・・・４期
介護保険料・・・・・・・・４期	 後期高齢者医療保険料・・・４期	 納期限　10月31日（月）

今月の納税

▼
日
時　

11
月
20
日
㈰
午
前
９
時
開

会　

▼
場
所　

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ 

▼
競
技
方
法　

リ
ー
グ
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
方
式
※
参
加
者
数
お
よ
び
前
年
度

の
成
績
に
よ
り
変
更
の
場
合
あ
り 

▼
種
目　

ダ
ブ
ル
ス
４
部
門
【
小
学

生
の
部
】【
中
学
生
の
部
】、
学
年
別

【
一
般
男
子
】
１
部
（
上
級
）、
２
部

（
中
級
）、３
部
（
初
級
）【
一
般
女
子
】

１
部
（
上
級
）、
２
部
（
中
級
）、
３

部
（
初
級
） 

▼
参
加
資
格　

市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
お
よ
び
行
田

市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
登
録
者　

▼

参
加
費　

一
般
１
組
２
千
円
、
小
・

中
学
生
１
組
５
０
０
円
※
当
日
不
参

加
の
場
合
、
参
加
費
の
返
金
不
可 

▼
そ
の
他　

一
般
の
部
は
シ
ャ
ト
ル

を
本
部
よ
り
提
供
。
小
・
中
学
生
は

持
ち
寄
り
（
第
２
種
検
定
以
上
の
合

格
球
） 

▼
主
催　

行
田
市
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
連
盟　

▼
後
援　

行
田
市
教
育

委
員
会
、
行
田
市
体
育
協
会　

▼
注

意　

保
険
加
入
の
た
め
、
氏
名
、
住

所
、
生
年
月
日
は
正
確
に
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。 

▼
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ　

11
月
１
日
㈫
ま
で
に
郵

送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
笠
原
享
子
宅

（
〒
３
６
１―

０
０
５
４ 

行
田
市
城

南
３―

24
）【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
☎
５
５
６

―

０
４
６
３
※
問
い
合
わ
せ
は
午
後

１
時
以
降 第

39
回

�
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

講
師　

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
（
ア
ロ
マ
グ
レ
ー

ス
） 

▼
対
象　

成
人　

▼
定
員 

20
人
（
先
着
順
） 

▼
参
加
費 

２
千
５
０
０
円
（
２
回
分
） 

▼
申

し
込
み　

10
月
17
日
㈪
午
後
１
時

か
ら
参
加
費
を
添
え
て
同
セ
ン

タ
ー
窓
口
（
電
話
受
け
付
け
は
午

後
２
時
か
ら
）

▼
日
時　

11
月
12
日
㈯
午
後
１
時

～
４
時　

▼
場
所　

古
代
蓮
会
館

研
修
工
作
室　

▼
内
容　

季
節
を

彩
る
草
花
を
用
い
て
、
春
ま
で
長

く
花
を
楽
し
む
た
め
の
コ
ツ
を
学

ぶ　

▼
講
師　

伊
藤
弘
充
さ
ん

（
テ
ク
ノ
・
ホ
ル
テ
ィ
園
芸
専
門

学
校
教
員
） 

▼
対
象　

成
人　

▼

定
員　

30
人
（
先
着
順
） 

▼
参
加

費　

１
千
５
０
０
円
（
保
険
料
・

材
料
代
） 

▼
そ
の
他　

内
容
が
若

干
変
更
す
る
場
合
あ
り　

▼
申
し

込
み　

10
月
22
日
㈯
午
後
２
時
～

11
月
３
日
㈭
に
同
館

▼
日
時　

10
月
21
日
㈮
～
23
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
７
時
（
23
日
は

午
後
５
時
ま
で
） 

▼
場
所　

産
業

文
化
会
館
ホ
ー
ル　

▼
内
容　

市

内
児
童
の
絵
画
・
書
作
品
を
約

１
千
点
展
示　

▼
入
場
無
料

　

展
望
タ
ワ
ー
か
ら
の
夕
陽
を
鑑

賞
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
開
館

時
間
を
30
分
延
長
し
ま
す
。

▼
開
催
日　

11
月
５
日
～
27
日
の

毎
週
土
・
日
曜
日　

▼
そ
の
他 

午
後
３
時
か
ら
館
内
休
憩
所
で

ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ
ー
を
無
料
提
供
し

ま
す
。
▼
入
館
料　

大
人
４
０
０

円
、
小
人
２
０
０
円
※
未
就
学
児

童
無
料

▼
日
時　

11
月
３
日
㈭
午
後
１
時

30
分
開
演　

▼
場
所　

産
業
文
化

会
館
ホ
ー
ル　

▼
内
容　

①
日
本

舞
踊
、
長
唄
演
奏
の
鑑
賞
お
よ
び

解
説　

②
伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室

生
徒
に
よ
る
発
表　

▼
出
演　

西

川
扇
由
女
、
東
音
会
、
越
智
義
乃
、

伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室
生
徒
ほ
か 

▼
入
場
無
料

▼
日
時　

11
月
26
日
㈯
、
12
月
10

日
㈯
午
後
２
時
～
４
時
（
２
回

コ
ー
ス
）　

▼
場
所　

商
工
セ
ン

タ
ー
２
階
２
０
１
会
議
室　

▼
内

容　

シ
ア
バ
タ
ー
に
好
き
な
香
り

を
つ
け
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ハ
ン

ド
ク
リ
ー
ム
作
り
を
楽
し
む　

▼

サ
ン
セ
ッ
ト
鑑
賞
会

邦
楽
・
邦
舞
の
つ
ど
い

子
ど
も
文
化
祭

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
レ
ッ
ス
ン
Ⅱ

秋
の
草
花
の
寄
せ
植
え

グリーンアリーナ　いきいき＆わくわくエンジョイスポーツクラブ会員
クラブ名 日　　時 場　　所 内　　　　容 対　　象 会　　費 申し込み・問い合わせ・その他

キッズ
ダンスクラブ

毎週木曜日の午
後 ４ 時15分 ～
５時15分

グリーン
アリーナ
剣道場
ほか

ヒップホップなどのダンスを行
い、リズム感覚を養いながら、体力
の向上を図ります。

年長～小学
2年生の児童

（初級レベル）

月額
2,000円

両クラブ各7人の募集となり、希望者多数の場合は抽選で決定します。入
会希望の方は、10月14日(金)午後６時に申込受付および抽選会を行いま
すので、受付開始時間までにグリーンアリーナ研修室へお越しください。
・両クラブ重複しての申し込みはできません。
・ １人につき1人分の申し込みのみ(権利の譲渡はできません)。
・受付開始時間に遅れた方は、抽選に参加できません。
☎５５３－３３７７

ジュニア
ダンスクラブ

毎週土曜日の午
後 ４ 時30分 ～
５時30分

小学1 ～ 6年生
の児童

（中級レベル）

ボ ク サ サ イ ズ
ヒーリングクラブ

毎週金曜日の午
後 ７ 時30分 ～
８時30分

ボクシングの要素を取り入れ、リズムに
乗ってエクササイズを行います。脂肪
燃焼を促進してのダイエット効果、血行
の改善による冷え性や肩こりの改善を
図ります(グリーンアリーナトレーニン
グ室・卓球室、市民プールを月4回まで
利用できるサービス付き)。

18歳以上
の方

直接または電話でグリーンアリーナ
※ 先着順（定員になり次第、入会待ちとしての受け付けに変更にな

ります）
☎５５３－３３７７SAファイトクラブ 毎週土曜日の午

前10時～ 11時
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文
政
６
年
（
１
８
２
３
）
３
月
24
日
、
忍
藩
主

阿
部
正ま

さ

権の
り

は
幕
府
か
ら
白
河
へ
の
転て

ん

封ぽ
う

を
命
じ
ら

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
白
河
藩
主
松
平
定さ

だ

永な
が

（
久

松
松
平
家
）
が
桑
名
へ
、
桑
名
藩
主
松
平
忠た

だ

堯た
か

（
奥

平
松
平
家
）
が
忍
へ
と
い
う
、
十
万
石
の
譜
代
大

名
が
３
人
同
時
に
転
封
に
な
る
三
方
領
知
替
え
が

実
施
さ
れ
た
の
で
す
。

　

転
封
と
は
、
幕
府
が
大
名
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る

領
地
を
移
動
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
江
戸
時
代
の
前

期
ま
で
は
、
大た

い

身し
ん

の
外
様
大
名
も
含
め
て
頻
繁
に

転
封
が
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
中
期
以
降
は

件
数
が
減
少
し
て
、
同
じ
ク
ラ
ス
の
譜
代
大
名
の
交

換
転
封
が
中
心
と
な
り
ま
し
た
。
幕
府
が
命
じ
る

転
封
は
、
大
名
の
領
地
加
増
や
出
世
、
大
名
へ
の
処

罰
、
大
名
自
身
の
希

望
な
ど
の
ほ
か
、
さ
ま

ざ
ま
な
政
治
的
な
理

由
に
よ
り
行
わ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
三
方
領
知
替

え
は
、
前
白
河
藩
主

で
元
老
中
首
座
だ
っ
た

松
平
定さ

だ

信の
ぶ

が
幕
府
に

強
力
に
働
き
か
け
た

た
め
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
桑
名
は
、
久
松

松
平
家
が
元
和
３
年

（
１
６
１
７
）
か
ら
宝

永
７
年
（
１
７
１
０
）

ま
で
藩
主
だ
っ
た
こ
と

に
加
え
て
、
当
時
白
河
藩
が
担
当
し
て
い
た
江
戸
湾

沿
岸
警
備
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
新
領
地
に
転
封

を
願
い
出
て
い
た
と
の
説
も
あ
り
ま
す
。
次
に
、
桑

名
藩
主
松
平
忠
堯
の
移
動
先
で
す
が
、
忠
堯
に
は

転
封
さ
せ
ら
れ
る
理
由
は
な
い
の
で
す
か
ら
、
あ
ま

り
条
件
の
悪
い
場
所
に
移
す
わ
け
に
も
い
き
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
が
忍
藩
で
し

た
。
忍
藩
主
阿
部
正
権
は
当
時
17
歳
で
し
た
が
、
わ

ず
か
２
歳
で
藩
主
に
就
任
し
て
か
ら
藩
内
の
混
乱
が

続
き
、
本
人
も
病
弱
で
、
大
名
の
人
生
儀
礼
の
な
か

で
も
重
要
な
将
軍
へ
の
初
お
目
見
え
を
済
ま
せ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
忍
藩
の
状
況
は
幕
府
に
伝
わ
っ
て

い
た
と
思
わ
れ
、
阿
部
家
を
白
河
に
移
し
て
、
そ
こ

に
松
平
忠
堯
を
入
れ
る
と
い
う
領
地
替
え
が
実
行

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

阿
部
家
は
忍
に
１
８
４
年
、
奥

平
松
平
家
も
桑
名
に
１
１
３
年
い

た
の
で
す
か
ら
、
新
し
い
領
地
に

動
く
こ
と
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
発
令
か
ら

半
年
後
の
９
月
末
に
は
、
旧
藩

主
か
ら
新
藩
主
へ
の
忍
城
・
桑
名

城
・
小こ

峰み
ね

城
の
受
け
渡
し
が
完

了
し
、
忍
藩
は
阿
部
家
か
ら
松

平
家
の
時
代
へ
と
移
っ
て
い
き
ま

し
た
。
な
お
、
こ
の
転
封
が
縁
と

な
っ
て
、
平
成
10
年
に
行
田
市
・

白
河
市
・
桑
名
市
が
友
好
都
市

と
な
り
ま
し
た
。

�

（
郷
土
博
物
館　

鈴
木
紀
三
雄
）
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今月の表紙

平
成

23
年

10
月

1
日

発
行

■
編

集
・

発
行

／
行

田
市

総
合

政
策

部
広

報
広

聴
課

〒
３６１−８６０１

行
田

市
本

丸
2

番
5

号
　

TE
L

５
５

６
−

１
１

１
１

　
FA

X
５

５
０

−
２

１
１

６
ホ

ー
ム

ペ
ージ

 http://w
w

w
.city.gyoda.lg.jp　

携
帯

サ
イト

 http://w
w

w
.city.gyoda.lg.jp/m

obile/index.htm
l

阿
部
家
か
ら
松
平
家
へ
の
藩
主
交
代
～
文
政
６
年
の
三
方
領
知
替
え
～

　９月10日・11日、市民プール脇広場および水城公園市民広場で開催された関東
Ｂ―１グランプリin行田。来場者は30度を超える暑さにも負けず、出展団体の提
供するＢ級ご当地グルメを求めて長い列をつくっていました。（関連 22ページ）

白河小峰城（白河市）

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。

■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■市報をカセットテープに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報 
　広聴担当（内線318）までご連絡
　ください。 環境にやさしい大豆油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

　このコーナーでは、行田の歴史や名所、名物などを行田ゼリー
フライキャラクターのこぜにちゃんが分かりやすく紹介します。ちゃん

行く
が

!こぜに
with フラべぇ

　昭
しょうわ

和63年
ねん

２月
がつ

、忍
おし

城
じょう

本
ほん

丸
まる

跡
あと

地
ち

に開
かい

館
かん

した郷
きょうどはくぶつかん

土博物館。行
ぎょうだ

田を
代
だい

表
ひょう

する歴
れき

史
し

スポットの一
ひと

つで、行
ぎょうだ

田の歴
れき

史
し

を今
いま

に伝
つた

えているん
だ。博

はく

物
ぶつ

館
かん

には、たくさんの資
しりょう

料が保
ほ

管
かん

されているけど、その数
かず

は
30,000点以

い

上
じょう

というから驚
おどろ

きだよね。
　展

てん

示
じ

室
しつ

には、忍
おしじょう

城の模
も

型
けい

や日
にっ

本
ぽん

で唯
ゆい

一
いつ

の旗
はた

を立
た

てた馬
うま

の埴
は に わ

輪など
が展

てん

示
じ

されているよ。御
ごさんかいやぐら

三階櫓の一
いち

部
ぶ

も展
てん

示
じ

室
しつ

となっているから、
天
てん

気
き

のいい日
ひ

には最
さい

上
じょう

階
かい

から富
ふ

士
じ

山
さん

も見
み

ることができるよ。
　忍

おしじょう

城おもてなし甲
かっ

冑
ちゅう

隊
たい

も博
はく

物
ぶつ

館
かん

を中
ちゅうしん

心に、演
えん

舞
ぶ

の披
ひ

露
ろう

や記
き

念
ねん

撮
さつ

影
えい

などをして、行
ぎょうだ

田を訪
おとず

れた方
かた

を「おもてなし」しているんだって。
博
はく

物
ぶつ

館
かん

に来
き

たときは声
こえ

を掛
か

けてね。

郷
きょう

  土
ど

  博
はく

  物
ぶつ

  館
かん
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